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全国児童養護施設 退所者トラッキング調査 2025 

【調査要旨】 

 

I. 調査の目的 

認定NPO 法人ブリッジフォースマイル（以下「B4S」といいます。）は、全国の児童養護施設

を退所した人の進学や就労の状況、施設の自立支援の現状などを把握し、自立に向けた支援の課

題を明らかにすることを目的として、本調査を実施しました。 

 

II. 調査概要 

調査期間 本体調査  2025年 5月 30 日(金)～7 月 31日(木) 

(追加調査  2005 年 9月 12 日～23日 ※P40,41 脚注参照) 

調査対象 B4Sがメールアドレスを把握している全国の児童養護施設に、以下の調査対象

者についての回答を依頼 

① 2015 年度～2025年度に児童養護施設を退所した人（一部措置延長等で施

設在籍中も含む） 

②  ①のうち、以下の 2条件を両方満たす人 

１． 次のいずれかを満たす人 

 高校生（15 歳の 4 月～18 歳の 3 月）のとき、児童養護施設に入所 

していた人 

 中学卒業の 3 月で措置解除した人（2023 年 3 月、2024 年 3 月、2025

年 3 月の中卒者のみ） 

２． 次のいずれかを満たす人 

 18歳の 3月末までに措置解除された人（措置変更によって退所した

人は含まない） 

 18歳の 3月末で措置解除された人 

 18歳の 3月末時点で措置延長し施設に入所していた人 

回答者 児童養護施設の職員 

回答方法 Web回答 

「①施設情報」「②退所者基礎情報」「③本年度情報」の 3 種類のアンケートサ

イトを設け、今年初めて参加した児童養護施設には①②③の新規入力を、昨年

回答済の児童養護施設には①②の更新と③の新規入力を依頼した。 

有効回答数 

(本体調査) 

総配信数（児童養護施設数）：577件 

「① 施設情報」回答数（児童養護施設数）： 136 件【回答率 23%】 

「② 退所者基礎情報」「③本年度情報」回答件数（人数）： 3,445 人 
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調査主体 認定NPO 法人ブリッジフォースマイル 

 

III. 調査内容 

本調査回答施設の退所者のうち、前記「Ⅱ.調査概要」に記載の調査対象条件を満たす人につい

て、退所年度や高校卒業の有無とその後の進路を調べました。また「退所時」もしくは「満 18歳

の 3月末時点」と、「現在（2025年 6月時点）」において、同居者、就労状況、施設と本人とのコ

ミュニケーション手段や頻度、利用経験のある支援制度、メンタル面での課題、親族との関係な

どを比較できるように調査項目を設定しました。 

尚、本調査は退所者一人ひとりの状況を、1 年に 1 度、10 年間継続して調べるトラッキング調

査と位置付けています。次年度以降は前年に登録した退所者については、基本的には「現在」の

状況のみの回答を回収します。 

※調査項目一覧については、本報告書の巻末に掲載しています。 

 

IV. 本調査報告書内の用語 

施設退所時期や高校を卒業する年齢等は退所者によって異なり、一律で述べることはできませ

ん。そのため、本調査報告書内では以下の用語を用いています。 

1.施設生活経験者 以下のいずれかの経験がある人 

・施設退所者（措置解除し、かつ施設に住んでいない） 

・措置延長（施設在籍中） 

・児童自立生活援助事業利用者（施設在籍中） 

2.満 18 歳になった年度 誕生日から算定（児童福祉法に基づき、原則児童福祉の対象から

外れる年齢）し、満 18 歳になって迎える 4月 1 日の年度 

3.退所年度 施設から退去した日を含む年度（措置延長、社会的自立支援事業

を利用していない） 

4.高校卒業年度 年齢にかかわらず、高校を卒業した年度。ただし、留年や休学を

して在学している場合や、高校中退し辞めている場合を除く 

5.進路選択をした年度 年齢や退所有無にかかわらず、高校卒業した人が、①大学や専門

学校等への進学 ②就職 ③前述①②以外 の進路選択をして迎

える最初の年度 

6.入学年度 大学や専門学校等に入学した年度 

7.進路大学等進学者 高校卒業後、大学や専門学校等に進学をした者（調査票 F0-1：進

学） 

8.進路就職者 高校卒業後、就職した者（調査票 F0-2：就労） 

※パート・アルバイト含む 

9.進路その他の者 高校卒業後、無職の者（調査票 F0-3：無職） 

※専業主婦（夫）、療養中含む 

10.早期退所者 満 18 歳の 3 月末以前に措置解除された者 
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また「高校卒業者」については、分析内容により以下の 2種類を使い分けています。 

↓卒業した高校の種類 

1.B4Sが定義する高卒者 

（調査票 E0-1） 

2.全国の公的データと比較 

する場合の高卒者 

全日制高校普通科 ● ● 

全日制高校専門学科（工業科

等） 

● ● 

定時制高校普通科 ● ● 

定時制高校専門学科（工業科

等） 

● ● 

通信制高校 ● × 

特別支援学校 ● × 

高校中退かつ高卒認定取得済 ● × 

高校中退 × × 
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1 施設のアフターケアの実態 

第 1章では、各児童養護施設の退所者に対するアフターケアの実態と課題、方針についてまと

めました。 

 

1.1 アフターケア担当職員の有無 

図表 1.1.1は、本年度および過去 4年分のデータを集約し、各施設におけるアフターケア担当職

員の有無の推移を示したものです。2025 年 6月現在 90.1%の施設でアフターケアを担当する職員

がいます（専任職員：62.1%、兼任職員：28.0％）。アフターケアを担当する職員（兼任職員、専

任職員）のいる割合は、増加傾向にあります。 

 

図表 1.1.1 専任職員、兼任職員の有無 

 

 

1.2 業務用スマートフォンの貸与有無 

図表 1.2.1は、本年度および過去 3年分のデータを集約し、専任または兼任職員に対して、業務

用スマートフォン貸与の有無を示したものです。2025 年 6月現在、貸与されている割合は半数未

満の 48.7%ではあるものの、年々割合は増加しています。 

 

図表 1.2.1 業務用スマートフォンの貸与の有無 
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1.3 アフターケアに関する予算 

1.3.1 アフターケアに関する経費の状況 

図表 1.3.1は、本年度および過去 4年分のデータを集約し、各施設でアフターケアのための経費

が認められているかどうかを示したものです。2025 年 6月現在、経費として「規定があり認めら

れている」施設が 31.8%、「規定はないが認められている」施設が 53.8%、「認められていない」

施設が 12.9%でした。アフターケアの経費が「認められていない」施設からの自由回答では、「財

源がない」という回答のほか、「予防的アフターケアに関しては必要性の確認が難しい」という回

答も見られました。アフターケアの経費を予算化している施設では、「おおよその交通費、訪問に

係る費用、引っ越しの手伝い等のかかる費用、飲食費用等が認められる」「子どもと職員それぞれ

1000 円までの飲食代が保証されている」という回答が見られました。 

 

図表 1.3.1 アフターケアに関する経費の状況 

 

 

1.3.2 アフターケアのために認められている経費 

図表 1.3.2は、アフターケアのために認められている経費の種類を示したものです。「職員の交

通費」は 91.4％と、アフターケアの経費を認めている施設のほとんどで認められています。ま

た、退所者と実際に会うときの「退所者の飲食費」は 75.0%と、7 割以上の施設で認められていま

す。一方で、直接的な支援となる「退所者の食料品や生活品購入費」は 32.8%に留まりました。

自由回答では、アフターケアのための諸経費が認められていない／規定がない場合に、職員が自

己負担しているケースが複数見られました。 

 

図表 1.3.2 アフターケアのために認められている経費 *複数回答 
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1.4 アフターケアのための制度と方針 

1.4.1 施設独自のアフターケア支援制度 

図表 1.4.1は、各施設独自のアフターケアの支援制度や体制を示したものです。「寄付品を仲介

する」が 71.3%と 7割以上で実施されています。次いで、「無料で食事を提供する」が 58.1%とな

っています。住まいを失った場合の緊急対応である「短期的に無料で住める場がある」は

44.1%、「現金を貸し付ける」は 19.9%、「現金を給付する」は 14.0%でした。 

自由回答では、「施設が抱え込みとならないよう、外部との連携も重視している」「NPO を始

め、関連機関との連携の一翼として業務に支障のない範囲での展開をしている」「アフターケア担

当者が主導しつつ、自立支援担当職員を含めた専門職や在園中のホーム職員で対応する」という

回答が見られました。 

 

図表 1.4.1 各施設独自のアフターケア支援制度 *複数回答 
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1.4.2 退所者に支援情報をどのように伝えているか 

図表 1.4.2から図表 1.4.5は、本年度および過去 4年分のデータを集約し、施設を退所する前

に、退所者に施設が支援情報をどのように伝えているかを示したものです。「奨学金」について

は、「退所予定者全員に伝える」が 2022 年度から増加傾向にあります。また、「支援団体」につい

ては、「退所予定者全員に伝える」が前年と比較してやや増加しています。「自立支援制度貸付

金」「社会資源」については、直近 4 年間でほぼ横ばいでした。 

 

図表 1.4.2 奨学金 

 

図表 1.4.3 自立支援制度貸付金 

 

図表 1.4.4 支援団体※ 

 

図表 1.4.5 社会資源 

 

※「支援団体」「社会資源」において、「職員が子どもを選んで伝える」が急増しているのは、2023 年度までの「職員が子どもを

選んで伝える」と「利用の可能性がある子どものみに伝える」の項目を統合したことによるものです。 
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1.4.3 退所者が各種契約をする場合の保証人対応 

図表 1.4.6は、本年度および過去 4年分のデータを集約し、退所者が各種契約をする場合に施設

長が保証人になるかどうかという、施設の方針を示したものです。2022 年 4 月から成人年齢が 18

歳に引き下げられた影響か、「携帯電話契約の保証人」は「原則保証人にならない」が増加傾向に

あります。一方で、「アパートの賃貸保証人」は「原則保証人になる」が 2022 年度に一度は減少

したものの、再び増加し 2024 年度は 2021 年度と同程度の水準にまで戻り、2025 年度はほぼ横ば

いとなっています。「公的な貸付金」「奨学金」「雇用契約」の保証人も、「原則保証人になる」が

2021 年度から 2023 年度にかけて減少傾向にあり、2024 年度は増加し 2021 年度と同水準となっ

たものの、2025 年度には再び減少しています。 

 

図表 1.4.6 退所者が各種契約をする場合の保証人対応 
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2 新制度の導入状況 

2024 年 4 月の改正児童福祉法の施行により、アフターケア制度として「児童自立生活援助事

業」の拡充と「社会的養護自立支援拠点事業」が導入されました。「児童自立生活援助事業」と

は、児童の置かれている状況を鑑みて、20 歳を超えても施設等で暮らすことが可能になり、ま

た、施設外のアパートに住んでいても自立支援のサポートを受けることができる制度です。「社会

的養護自立支援拠点事業」とは、退所者に対して相互交流の場を提供したり、相談・助言を行う

事業です。 

第２章では、これらの新事業の導入状況についてまとめました。 

 

2.1 児童自立生活援助事業の導入予定 

図表 2.1.1は、児童自立生活援助事業の導入予定について示したものです。「導入した」と回答

した割合が 16.2%となり、2024 年度と比較すると 9 ポイント程度増加しました。また「わからな

い」と回答した割合は 20.6%となり、2024 年度と比較すると 13 ポイント程度減少しました。 

 

図表 2.1.1 児童自立生活援助事業の導入予定（左：2024 年度、右：2025 年度） 

 

2.2 退所後の自立支援計画の作成 

図表 2.2.1は、本年度および 2024 年度のデータを集約し、退所後の自立支援計画作成の有無に

ついて示したものです。「全員に立てている」が 32.7%と 2024 年度よりも増加しています。 

 

図表 2.2.1 退所後の自立支援計画作成の有無 
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2.3 社会的養護自立支援拠点事業の実施 

図表 2.3.1は、施設が所在する都道府県における社会的養護自立支援拠点事業の実施状況を示し

たものです。「実施されている」と回答した施設は 41.9%となり、2024 年度の 29.9%を上回る結

果となりました。しかしながら、東京都や神奈川県など、実際には社会的養護自立支援拠点事業

が実施されている都道府県の施設が「実施されていない」と回答するケースが散見され、新制度

に関する情報が十分に周知できていない状況が示唆される結果となりました。 

 

図表 2.3.1 社会的養護自立支援拠点事業の実施 
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3 満 18 歳時点での退所者の状況 

第 3章では、施設生活経験者の進路選択の起点となる、満 18歳になった年度での状況をまとめ

ました。 

 

3.1 高校卒業に関する状況 

3.1.1 高校卒業の実態 

図表 3.1.1は、施設生活経験者の高校卒業の有無を示したものです。卒業している人（高卒認定

含む）は 88.2％、高校中退者は 11.0％でした。 

また図表 3.1.2は、卒業した高校の種類を示したものです。回答があった高校卒業者全体のう

ち、全日制普通科卒業者が 48.9%、全日制高校専門学科（工業科など）卒業者が 17.5％、特別支

援学校卒業者が 19.8%でした。また通信制高校卒業者が 7.4％となりました。 

 

図表 3.1.1 高校卒業の有無 

 

図表 3.1.2 卒業した高校の種類 
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3.1.2 高校卒業後の進路 

図表 3.1.3は、施設生活経験者が高校等卒業直後どのような状況にあったかを、進路選択をした

年度（満 18歳になった年度）毎に示したものです。直近の 2024 年度は、高校等を卒業した 289

人のうち、進学 115 人（39.8%）、就職 165人（57.1%）、無職 4人（1.4%）、その他 5 人

（1.7%）となっています。進学者の比率は 2023 年度からわずかに増加していますが 2022 年度の

比率には届かず、一方で就職者の比率はここ 2年増加傾向にあり 2021 年度の比率と同程度になっ

ています。なお、「無職」「その他」の比率が減少した形となります。なお、「その他」には「不

明」「就労移行支援」などが含まれます。 

 

図表 3.1.3 高校卒業直後の進路 
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3.2 施設退所/措置中の状況 

3.2.1 施設在籍の状況 

図表 3.2.1は、満 18歳になった年度別に、2025年 6 月現在の施設在籍者の割合を示したもので

す。2024年度は、全体のうち 7.7%が措置延長等により施設に在籍していました。 

 

図表 3.2.1 施設在籍状況 

 

 

3.2.2 措置延長者の特徴（高校卒業後の進路） 

図表 3.2.2は、措置延長歴有無別の高校卒業後の進路の割合を示したものです。進学の割合は、

措置延長歴ありの場合は 67.1%、措置延長歴なしの場合は 32.2%となっています。一方で就労の

割合は、措置延長歴ありの場合は 26.1%、措置延長歴なしの場合は 61.6%となっています。 

 

図表 3.2.2 措置延長歴有無別の高校卒業後の進路割合 
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3.2.3 措置延長者の特徴（メンタルに関する通院） 

図表 3.2.3は、措置延長歴有無別に、満 18歳の 3月末時点で精神科や心療内科に通院（以降

「メンタルに関する通院」）していたかどうかの割合を示したものです。「6カ月以上定期的に通

院」「6 カ月未満で通院」と回答した割合は、措置延長歴ありで 31.8%（6カ月未満通院 7.8%+6

カ月以上定期通院 24.0％）となっており、措置延長暦なしの 25.3%（5.7%+19.6％）と比較して

高くなっています。 

 

図表 3.2.3 措置延長者のメンタルに関する通院の状況 

 

 

3.2.4 退所時期 

図表 3.2.4は、満 18歳になった年度別に、退所時期について示したものです。措置延長の割合

は、この 10年で 2倍ほどに増えています。こども家庭庁が公表する資料1では、「児童養護施設の

高校卒業児童に係る措置延長児童数及び高校卒業児童に占める割合」の 2022年度の数値は 21.6％

で、本調査における結果（26.6%）の方が高くなっています。なお、満 18歳 3月末を待たずに措

置解除した人は 2017 年度から概ね 2 割程度で、2024 年度には 24.4％となっています。 

 

図表 3.2.4 退所時期 
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3.2.5 退所時の住まい 

図表 3.2.5は、満 18歳になった年度別に、退所時の住まいについて示したものです。いずれの

年度も傾向はほぼ変わらず、2024年度は「外部アパート、社員寮など」が 55.2%、「障害者福祉

系施設・ホーム」が 17.2%、「親・親族宅」が 17.5%となっています。 

 

図表 3.2.5 退所時の住まい 
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4 進学者の状況 

第 4章では、進路大学等進学者の進学先や中退の状況などをまとめました。 

 

4.1 高校卒業者の進学の状況 

4.1.1 高校卒業者の進学率（文科省定義） 

図表 4.1.1は、施設生活経験者のうち、通信制・高卒認定・特別支援学校を除く全日制・定時制

の高校を卒業した人の進学率を、進学先別に示したものです。2018年度から上昇を続けていた高

校卒業者の進学率は 2023 年度から減少が続き、2024 年度では 49.0％となっています。また、4

年制大学への進学率も、2019 年以降上昇が続いていましたが 2023 年度から減少が続き、2024年

度では 18.2%となっています。 

 

図表 4.1.1 施設生活経験者のうち、高校卒業者の進学率 

 

※施設生活経験者の高校卒業者からは通信制高校卒業者・高卒認定取得者・特別支援学校卒業者を除いた。 
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4.1.2 施設生活経験者と全高校卒業者との比較 

図表 4.1.2は、施設生活経験者のうち高校卒業者（満 18 歳年度が 2024年度・2016 年度。全日

制・定時制高校のみで集計、通信制・高卒認定・特別支援学校を除く）と、全高校卒業者（2024

年 3月・2016 年 3月の高校[全日制・定時制]）の卒業後の状況（文部科学省調査）を比較したも

のです。文部科学省の調査によると、全高校卒業者（約 92 万人）の 2024年度の進路は、大学等

と専門学校等で 80.7%（61.9%+18.8％）だったのに対し、施設生活経験者の進学率は 49.8%

（23.6%+26.2%）と約 30 ポイント低く、依然として進学率の差が見られます。特に大学等への

進学率の差が目立ちます。 

 

図表 4.1.2 施設生活経験者と全高校卒業者との比較2 

  

※施設生活経験者の高校卒業者からは通信制高校卒業者・高卒認定取得者・特別支援学校卒業者を除いた。 

 

 

2 全高卒業者 2024 年：2025/10/2 取得 Source:学校基本調査＞令和 6 年度＞初等中等教育機関・専修学校・各

種学校＞卒業後の状況調査＞卒業後の状況調査票（高等学校 全日制・定時制）＞状況
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4.2 進学した施設生活経験者の現状 

図表 4.2.1は、2016 年度から 2024 年度までの間に進学した進路大学等進学者が、2025年 6月

現在どのような状況にあったかを、入学年度別に示したものです。2024年度進学者、つまり入学

して 1 年 3カ月が経過した時点で、13.1％が中退していました。 

 

図表 4.2.1 進学した施設生活経験者の 2025年 6月現在の状況 

 

 

4.3 進学先中退・休学者の状況 

4.3.1 中退・休学の理由 

図表 4.3.1は、進路大学等進学者のうち、2025 年 6 月現在「中退」「休学中」と回答した 212人

の中退、休学の理由を複数回答で示したものです。「学習意欲の低下」が最も多く 63.2%、次いで

「出席日数不足」37.7%、「メンタル不調」36.8%となっています。このように、経済的な問題以

外の理由で、就学が続けられなくなる人が多い傾向が見られます。 

 

図表 4.3.1 中退、休学の理由 *複数回答 
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4.3.2 進学先を卒業または中退した人の現状 

図表 4.3.2は、進路大学等進学者のうち、進学先をすでに卒業または中退した施設生活経験者

が、2025年 6 月現在どのような状況にあったかを卒業・中退別に示したものです。進学先を卒業

した人の場合は、52.9%と半数以上が正社員・正規公務員として就労しています。一方、中退した

人の場合は、正社員・正規公務員としての就労は 18.3%に留まり、36.6%が不安定雇用と言われ

る派遣・契約社員・パート等で就労しています。また、進学先を卒業した人の無職の割合 4.5%に

対し、中退した人は 11.4%が無職と、6ポイント以上卒業した人を上回りました。 

 

図表 4.3.2 進学先を卒業または中退した施設生活経験者現在の状況 
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5 就労の状況 

第 5章では、施設生活経験者の就労状況についてまとめました。 

 

5.1 施設生活経験者全体の就労状況 

5.1.1 退所者全体の就労状況 

図表 5.1.1は、満 18歳になった年度別に退所者全体（現在就学中の人も含む）の現在の就労状

況を示したものです。「正社員・正規公務員」の割合は転職者を含めて 2024年度が 29.0%

（27.9%+1.1%）、2022 年度は 19.4%（16.5%+2.9%）、2021 年度は 26.4%（20.1%+6.3%）で

す。「パート・アルバイト」の割合は、2021 年度以降いずれの年度も 3 割程度でした。2020 年以

前を見ると、「パート・アルバイト」については年度を遡るに従い減少傾向となり、他方で「わか

らない」の割合が増加しています。 

 

図表 5.1.1 退所者全体の就労状況 
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5.1.2 就労していない理由 

図表 5.1.2は、現在就労していない退所者の、就労していない理由を満 18 歳になった年度別に

示したものです。直近の 2024年度では、「その他」を除くと「就学中（勉強に集中するためバイ

トをしない）」が 46.7％と最も多く、次いで「就職活動中」が 13.3％でした。2022 年度以降に満

18歳となった人は「就学中（勉強に集中するためバイトをしない）」「就職活動中」を理由とする

人が多くなっています。 

 

図表 5.1.2 就労していない理由 
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5.2 正社員就労した施設生活経験者の就労状況 

5.2.1 高校卒業直後の進路就職者の雇用形態 

図表 5.2.1は、進路就職者の高校卒業直後の雇用形態を示したものです。2018 年度から 2021 年

度で「正社員・正規公務員」の割合は減少していましたが、2022 年度で増加し、2024 年度は

58.8%となっています。一方、「福祉就労」は 2021 年度までは増加傾向となり、2022 年度で一度

減少したものの、再び増加傾向となり 2024 年度には 29.7%となっています。 

 

図表 5.2.1 高校卒業直後の進路就職者の雇用形態 
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5.2.2 高校卒業直後に正社員として就労した人の現在の雇用状況 

図表 5.2.2は、高校卒業直後に正社員として就労した進路就職者が、現在どのような状況である

かを示したものです。2024 年度に満 18歳になった人、つまり今年 2025年 4 月入社の人の 14.3%

（7.1%+6.0%+1.2%）が進路就職後 3カ月で離職しており、うち 7.1%が無職となっています。ま

た、就職して 1 年 3カ月が経過した 2023 年度では、44.9%(6.7%+4.5%+16.9%+2.2%+14.6%)が

最初の会社を離職しています。 

 

図表 5.2.2 高校卒業直後に正社員として就労した進路就職者の現在の雇用状況 
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6 支援制度の利用状況 

第 6章では、施設生活経験者を対象とした支援制度、または各種社会制度の利用状況について

まとめました。 

 

6.1 支援制度の利用状況 

図表 6.1.1は、進路選択直後（満 19 歳になる年度の 4月）における支援制度の利用状況を示し

たものです。「日本学生支援機構の給付型奨学金」は 2023年度に一時減少しましたが、2024 年度

は再び増加し 28.7%となっています。「自立支援貸付金」は 2024 年度に 8.7%とわずかに減少、

「身元保証人確保対策事業による契約保証」は 2024 年度に 10.5%と増加しています。 

 

図表 6.1.1 進路選択時における支援制度の利用状況 
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6.2 健康保険の加入状況 

6.2.1 進路選択時の健康保険加入状況 

図表 6.2.1は、進路選択時（満 19歳になる年度の 4 月）における施設生活経験者の健康保険

（国民健康保険等の医療保険）の加入状況を示したものです。2019年度以降「加入していた」が

75%前後をほぼ横ばいで推移しています。 

 

図表 6.2.1 満 19歳になる年度の 4 月における 

施設生活経験者の健康保険の加入状況 
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6.2.2 現在の健康保険加入状況 

図表 6.2.2は、2025 年 6月現在の健康保険の加入状況を示したものです。2020 年以前に満 18

歳になった人については「わからない」の割合が多いものの、2024 年度には 8割弱が加入してい

ます。 

図表 6.2.2 現在（2025年 6月）の健康保険の加入状況 

 

35.5%
45.2% 44.7% 42.6%

50.1% 48.9%
59.8%

68.6% 65.4%

77.3%3.0%

3.7% 5.6%
5.1%

3.3% 2.8%

3.7%

3.6% 7.6%

5.8%

61.5%
51.1% 49.6% 52.4%

46.6% 48.3%

36.5%
27.8% 26.9%

16.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2015

(n=200)

2016

(n=270)

2017

(n=284)

2018

(n=296)

2019

(n=363)

2020

(n=362)

2021

(n=323)

2022

(n=331)

2023

(n=327)

2024

(n=309)

満18歳になった年度

わからない

未加入

加入している



 

31 

 

© Bridge for Smile. All Rights Reserved. 

7 満 18 歳 3 月末以前の措置解除者の状況 

第 7章では、満 18歳 3 月末以前に措置解除された人（以下「早期退所者」）の割合や状況につ

いてまとめました。 

 

7.1 早期退所者の割合 

図表 7.1.1は、2025 年 6月現在で退所している者のうち、早期退所者の割合を示したもので

す。満 18 歳 3月末に措置解除された人は 62.0%、早期退所者は 19.8%となっています。 

 

図表 7.1.1 早期退所者の割合 

 

 

7.2 早期退所者の状況 

7.2.1 早期退所者の高校中退率 

図表 7.2.1は、早期退所者および満 18歳 3 月末に措置解除された人の高校中退率を比較したも

のです。満 18 歳 3月末に措置解除された人の 1.6%と比較して、早期退所者は 47.7%と高くなっ

ています。 

 

図表 7.2.1 高校中退率の比較 
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7.2.2 早期退所者の大学等進学率 

図表 7.2.2は、早期退所者および満 18歳 3 月末に措置解除された人の大学等への進学率を比較

したものです。満 18歳 3 月末に措置解除された人の 38.1%と比較して、早期退所者は 26.7%と低

くなっています。 

 

図表 7.2.2 大学等進学率の比較 

  

 

7.2.3 早期退所者の健康保険加入状況の把握 

図表 7.2.3は、早期退所者および満 18歳 3 月末に措置解除された人について、満 19歳になる

年度の 4月時点の健康保険（国民健康保険等の医療保険）加入有無を把握できていなかった割合

を比較したものです。満 18 歳 3 月末に措置解除された人の 6.4%と比較して、早期退所者は

44.9%と高くなっています。 

 

図表 7.2.3 健康保険加入状況把握なしの比較 
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7.2.4 早期退所者の施設とのコミュニケーション頻度 

図表 7.2.4は、早期退所者および満 18歳 3 月末に措置解除された人について、この 1年間で施

設と一度も連絡を取らなかった割合を比較したものです。満 18 歳 3月末に措置解除された人の

1.0%と比較して、早期退所者は 18.5%と高くなっています。 

 

図表 7.2.4 施設とのコミュニケーション頻度の比較 
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8 住まいの状況 

第 8章では、施設生活経験者の同居者（住まい）について、高校卒業後に進学した人と就労し

た人に分けてまとめました。合わせて、就労先からの住宅支援状況についてもまとめました。 

 

8.1 退所時の同居者の状況 

8.1.1 進学者の退所時の同居者（住まい） 

図表 8.1.1は、満 18歳になった年度別に、進路大学等進学者の退所時の同居者（住まい）につ

いてまとめたものです。いずれの年も「ひとり暮らし」が最も多く、直近では 71.6％となってい

ます。ただし前年の 74.1％から約 3 ポイント減少しており、その分「支援者（福祉系施設職員、

里親等）」が 5.3％に増えています。また、「親」との同居の割合は年々減少傾向にあり、直近では

5.3%となっています。これは、支援制度の利用拡大により、経済的に親元に戻る必要がなくなっ

てきているとも考えられます。 

 

図表 8.1.1 進路大学等進学者の、退所時の同居者（住まい） 
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8.1.2 就職者の退所時の同居者（住まい） 

図表 8.1.2は、進路就職者の退所時の同居者（住まい）についてまとめたものです。いずれの年

も「ひとり暮らし」が最も多く、直近では 44.8％となっています。次いで「支援者（福祉系施設

職員、里親等）」が 21.8%、勤務先の寮を含む「共同生活者（寮、シェアハウス）」が 16.1%とな

っています。 

 

図表 8.1.2 進路就職者の、退所時の同居者（住まい） 
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8.2 現在の同居者の状況 

8.2.1 現在就学中の人の現在の同居者（住まい） 

図表 8.2.1は、進路大学等進学者で現在も就学中の人について、現在の同居者（住まい）につい

てまとめたものです。2018 年度以降、いずれの年度も「ひとり暮らし」が最も多く、直近では

62.5%となっています。直近では、次いで「施設在籍」が 18.8%となっています。 

 

図表 8.2.1 現在就学中の人の現在の同居者（住まい） 
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8.2.2 現在就労中の人の現在の同居者（住まい） 

図表 8.2.2は、進路就職者で現在就労中の人の、現在の同居者（住まい）についてまとめたもの

です。直近では、「ひとり暮らし」が 51.1%と最も多く、次いで勤務先の寮を含む「共同生活者

（寮、シェアハウス）」が 18.2%となっています。 

 

図表 8.2.2 現在就労中の人の現在の同居者（住まい） 
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8.3 勤務先からの住宅支援制度 

図表 8.3.1は、現在正社員・正規公務員として就労している人が勤務先からどのような住宅支援

を受けているかを、2025 年 4月現在の満年齢別に示したものです。2025年 4 月に満 18 歳だった

人、つまり高校卒業してすぐに正社員就労して 1年目の人のうち、38.8％が「社員寮・借り上げ

住宅」に住んでいます。また「勤務先の家賃補助」の割合は 14.1％となっています。 

 

図表 8.3.1 現在正社員就労者の勤務先からの住宅支援状況 *複数回答 
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9 生い立ちの整理の実施状況 

「生い立ちの整理」とは、ライフストーリーワークとも呼ばれ、子どもが過去に起こった出来

事や家族のことを信頼できる大人とともに整理する作業を通して、子どもの過去、現在、未来を

つなぎ、前向きに生きていけるように支援する取り組みです。第 9章では、措置理由や家族に関

する情報の伝え方、生い立ちの整理の実施状況についてまとめました。 

 

9.1 措置理由や家族情報の伝え方に関する状況 

9.1.1 措置理由や家族情報の伝え方に対する施設の方針 

図表 9.1.1は、施設における措置理由や家族情報の伝え方の方針を示したものです。「措置中

に、施設の判断で子どもの発達に合わせて伝えている」が 59.6%と最も多く、次いで「措置中

に、本人の希望に応じて伝えている」が 52.2%となっています。 

 

図表 9.1.1 措置理由や家族情報の伝え方に対する施設の方針 

 
 

9.1.2 措置理由や家族情報の伝え方の割合 

図表 9.1.2は、2025 年度 3 月末で 18 歳以上になっている人に対して、措置理由や家族情報をど

のように伝えたかの割合を示したものです。「面談の機会等で、ある程度伝えた」が 35.4%と最も

多く、次いで「特に機会がなかったので、伝えなかった」が 20.1%となっています。 

 

図表 9.1.2 措置理由や家族情報の伝え方の割合 

 

59.6%
52.2%

20.6%

3.7% 2.9%

15.4%

0.7%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

措置中に、施設の判断で

子どもの発達に合わせて…

措置中に、本人の希望に

応じて伝えている

退所後に、本人の希望に

応じて伝えている

「退所した後、児相に

情報開示請求できる」…

伝えていない その他 わからない

ライフストーリーワーク等の

取り組みを通して、しっかり

伝えた

13.4%

面談の機会等で、ある

程度伝えた

35.4%

本人から質問されたの

で、伝えた

3.3%

本人の特性や施設方針により、

あえて伝えなかった

5.1%

特に機会がなかったので、伝

えなかった

20.1%

わからない

18.9%

その他

3.8%



 

40 

 

© Bridge for Smile. All Rights Reserved. 

9.1.3 措置理由や家族情報の伝え方の変化 

図表 9.1.3は、措置理由や家族情報の伝え方の割合を、施設生活経験者の退所年度毎に示したも

のです。「面談の機会等で、ある程度伝えた」は、2023 年度には一度減少したものの、増加傾向

にあり、2024 年度には 44.9%となっています。また「ライフストーリーワーク等の取り組みを通

して、しっかり伝えた」も年々増加傾向であり、2024 年度には 17.9%となっています。 

 

図表 9.1.3 措置理由や家族情報の伝え方の変化 

 

 

9.1.4 措置理由や家族情報を伝えなかった理由 

図表 9.1.4は、措置理由や家族情報を対象児に伝えなかった場合の理由3を示したものです。な

お本項目は、措置理由や家族情報を「本人の特性や施設方針により、あえて伝えなかった」「特に

機会がなかったので、伝えなかった」と回答した施設に対し追加で調査したものです。 

得られた 226 人分の回答のうちそれぞれの回答が占める割合を見ると、「その他」を除き、「職

員側の知識・スキル・体制不足等の不安があったため」が 22.6%と最も多く、次いで「高齢児4入

所のため」が 18.6%となっています。 

 

図表 9.1.4 措置理由や家族情報を伝えなかった理由 *複数回答 

 

 
3 D16_入所中に「措置理由」や「家族の状況」について、『本人の特性や施設方針により、あえて伝えなかった』または『特に

機会がなかったので、伝えなかった』の回答に対し、追加調査を実施。（調査期間：2025 年 9 月 12日～23 日。対象：834件/回

答：226 件） 
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9.1.5 生い立ちの整理の担当者 

図表 9.1.5は、生い立ちの整理を実施する担当者を示したものです5。なお本項目は、生い立ち

の整理を「取り入れている」「やや取り入れている」「あまり取り入れていない」と回答した施設

に対し追加で調査したものです。得られた 69施設分の回答のうちそれぞれの回答が占める割合を

見ると、「ケア職員」が 76.8%と最も多く、次いで「心理士（施設に所属）」が 53.6%となってい

ます。 

 

図表 9.1.5 生い立ちの整理の担当者 *複数回答 

 
 

9.2 「生い立ちの整理」の支援への取り入れ方針による傾向 

9.2.1 「生い立ちの整理」の取り入れ方針の違いによる、退所者の傾向 

図表 9.2.1は、施設における「生い立ちの整理」の取り入れ有無による、退所者の傾向を示した

ものです。措置延長や児童自立生活援助事業の利用を含む措置延長等の割合は、施設で「生い立

ちの整理」を取り入れている退所者では 17.3%となっており、取り入れていない施設の退所者の

11.7%と比較して高くなっています。満 18 歳 3月末での定期的メンタル通院の割合で見ても、同

様の傾向が見られます。進学先中退・休学等の割合は、いずれの場合も 23%程度と差は見られま

せんでした。 

 

図表 9.2.1 「生い立ちの整理」の取り入れ方針の違いによる、退所者の傾向 

 

 

 
5 A33_支援に「生い立ちの整理」を取り入れているかについて、「取り入れている」「やや取り入れている」「あまり取り入れて

いない」の回答に対し、追加調査を実施。（調査期間：2025 年 9月 12 日～23 日。対象：134件/回答：69 件） 
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9.2.2 「生い立ちの整理」の取り入れ方針の違いによる、有効と思う支援 

図表 9.2.2は、施設職員が退所前（措置中）の支援の中で自立に向けて有効だったと思うこと/

今の生活に役立っていると思うことを、施設における「生い立ちの整理」の取り入れ有無別に示

したものです。「生い立ちの整理」を取り入れていない場合と比較すると、取り入れている場合

は、18項目中 14項目の項目で有効と回答した割合が高くなっています。 

 

図表 9.2.2 「生い立ちの整理」の取り入れ方針の違いによる、有効と思う支援 

 

 

9.3 措置理由や家族情報の伝え方による退所者の傾向 

9.3.1 高校種類別の傾向 

図表 9.3.1は、措置理由や家族情報の伝え方による退所者の傾向を、特別支援学校とそれ以外の

高校別に示したものです。いずれも「面談の機会等で、ある程度伝えた」が最も多くなっていま

す。特別支援学校では、次いで「本人の特性や施設方針により、あえて伝えなかった」が多くな

っています。 

 

図表 9.3.1 措置理由や家族情報の伝え方による退所者の傾向（高校種類別） 
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9.3.2 退所時期別の傾向 

図表 9.3.2は、措置理由や家族情報の伝え方による退所者の傾向を、退所時期別に示したもので

す。いずれの退所時期でも「面談の機会等で、ある程度伝えた」が最も多くなっています。早期

退所者では、次いで「特に機会がなかったので、伝えなかった」が多くなっています。 

 

図表 9.3.2 措置理由や家族情報の伝え方による退所者の傾向（退所時期別） 

 

9.3.3 メンタルに関する通院有無別の傾向 

図表 9.3.3は、措置理由や家族情報の伝え方による退所者の傾向を、メンタルに関する通院有無

別に示したものです。通院の有無に関わらず「面談の機会等で、ある程度伝えた」が最も多くな

っています。「6 カ月以上定期的に通院していた」では、次いで「ライフストーリーワーク等の取

り組みを通して、しっかり伝えた」が多く、「本人の特性や施設方針により、あえて伝えなかっ

た」が少なくなっています。 

 

図表 9.3.3 措置理由や家族情報の伝え方による退所者の傾向（メンタルに関する通院有無別） 
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9.3.4 施設とのコミュニケーション頻度別の傾向 

図表 9.3.4は、措置理由や家族情報の伝え方による退所者の傾向を、施設とのコミュニケーショ

ン頻度別に示したものです。「本人の特性や施設方針により、あえて伝えなかった」「特に機会が

なかったので、伝えなかった」では、施設と退所者のコミュニケーションが 0回、2～3回の割合

が高くなっています。また「本人から質問されたので、伝えた」の中で、施設と退所者のコミュ

ニケーションが 10 回以上の割合が高くなっています。 

 

図表 9.3.4 措置理由や家族情報の伝え方による退所者の傾向（施設とのコミュニケーション頻度

別） 
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9.4 有効だったと思う支援との関連 

9.4.1 有効だったと思う措置中の支援 

図表 9.4.1は、職員が、退所前（措置中）の支援の中で、自立に向けて有効だったと思うこと

や、今の生活に役立っていると思うことを、調査対象となる退所者一人ひとりについて回答した

ものです。施設生活経験者の 77.0%に対して「職員との良好な関係」、また 41.8%に対して「特定

職員との長期継続関係の構築」が有効だったと思われています。このような関係構築が、様々な

支援が効果を発揮するための前提になっているものと考えられます。 

具体的な支援では「職業体験・アルバイト体験」「進路相談・指導」といった進路支援の有効性

の比率が高いですが、そのほか、学習・生活・心理に関する各種支援に対しても幅広く回答があ

り、子どもの特性・状況に応じた支援が行われていることがわかります。 

 

図表 9.4.1 措置中の支援で有効だったと思われること *複数回答 
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9.4.2 「生い立ちの整理」の有効性 

図表 9.4.2は、「措置中に施設の判断で子どもの発達に合わせて伝えている」と回答のあった退

所者のうち、措置理由や家族情報の伝え方による退所者の傾向を、「生い立ちの支援」の有効性別

に示したものです。「ライフストーリーワーク等の取り組みを通して、しっかり伝えた」では、

「生い立ちの整理」が有効との回答が 5 割弱となっていますが、「面談の機会等で、ある程度伝え

た」「特に機会がなかったので、伝えなかった」など他の項目では、「生い立ちの整理」が有効で

はなかったとの回答が 9割程度を占めています。 

 

図表 9.4.2 「生い立ちの支援」の有効性 
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10 退所者の課題 

第 10 章では、退所者が経験した満 18歳 3 月末までの出来事とこの１年で特筆すべき出来事、

および退所者の課題、特にメンタルに関する通院についてまとめました。 

 

10.1 満 18歳以前の特筆すべき出来事 

図表 10.1.1 は、施設生活経験者が、進路選択時である満 18 歳の 3 月末より前（措置前、措置中

の両方）において経験した、特筆すべき出来事の有無を示したものです。性別による傾向の違い

を見るために、男女別に人数を積み上げています。また、施設生活経験者全体に対してそれぞれ

の出来事があった割合も合わせて示しています。最も多い出来事は「不登校」で、全施設生活経

験者のうち 15.6%と約 6人に一人が経験しています。次いで「自傷行為」が 10.6%ですが、その

うち約 8割以上が女性でした。 

 

図表 10.1.1 満 18 歳の 3月末より前に経験した特筆すべき出来事 *複数回答 
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図表 10.1.2 は、不登校もしくは自傷行為と回答した割合を、満 18歳になった年度に示したもの

です。不登校歴のある退所者は 2022 年度に一度減少しましたが、直近 2年で再び増加していま

す。また自傷行為歴のある退所者は、2020 年度から緩やかに増加傾向にあります。 

 

図表 10.1.2 満 18 歳になった年度の不登校および自傷行為の割合 

 

 

 

10.2 直近 1年の特筆すべき出来事 

図表 10.2.1 は、この 1 年間（2024年 7 月～2025年 6月）で、施設生活経験者が経験した、特

筆すべき出来事の有無を同様に示したものです。 

最も多い出来事の「結婚」が 3.9%、次いで「出産（既婚）」が 2.3％でした。図表 10.1.1でも比
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図表 10.2.1 直近 1 年の特筆すべき出来事 *複数回答 
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10.3 満 18歳 3月末時点におけるメンタルに関する通院割合 

図表 10.3.1 は、退所者の満 18歳 3月末時点におけるメンタルに関する通院の状況を示したもの

です（「わからない」を除く）。直近の退所者の 34.6%（26.9%+7.7%）が満 18 歳 3月末時点でメ

ンタルに関する通院経験があり、6 カ月以上の定期通院者がその多くを占めています。 

 

図表 10.3.1 退所者の満 18歳 3 月末時点におけるメンタルに関する通院割合 

 

 

10.4 この 1年のメンタルに関する通院割合 

図表 10.4.1 は、退所者のこの 1 年間（2024 年 7月～2025年 6月）のメンタルに関する通院状

況を示したものです（「わからない」を除く）。直近の退所者の 27.1%（20.3%+6.8%）にこの 1

年間のメンタルに関する通院経験があり、6 カ月以上の定期通院者がその多くを占めています。 

 

図表 10.4.1 退所者のこの 1年間の精神科や心療内科への通院割合 
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10.5 施設が現況を把握できていない退所者 

図表 10.5.1 は、施設が現況を把握できていない退所者の割合を、退所年度ごと・進路ごとに分

けて示したものです。2025 年 6月現在、施設がこの 1年で現況を把握できていない退所者の比率

は、退所から年が経つごとに増え、2015 年度の退所者では 51.0%でした。進路別に見ると、進路

大学等進学者は他の進路に比べて現況が把握できていない割合が低くなっています。また、ほと

んどの年度で、無職その他の退所者は、進学・就職した退所者よりも現況が把握できない割合が

高くなっています。 

 

図表 10.5.1 施設が現況を把握できていない退所者の比率 
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10.6 施設とのコミュニケーション頻度 

図表 10.6.1 は、この 1 年間（2024年 7 月～2025年 6月）に、退所者と何回連絡を取ったか

を、満 18 歳になる年度別にまとめたものです。これは施設からの連絡だけではなく、退所者から

施設に連絡してきた場合も含みます。ここ 3 年の間に満 18 歳になった人は、10 回以上連絡して

いる退所者が 4 割近くですが、年を経るごとに少なくなります。 

 

図表 10.6.1 施設とのコミュニケーション頻度（この 1 年の連絡回数） 
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11 考察 

アフターケアの担当職員不在の施設は 1 割に 

2016 年の児童福祉法改正で施設の役割としてアフターケアが明記され、少しずつ改善傾向には

ありますが、まだ担当職員のいない施設が 9.8%6、アフターケアのための経費が認められていない

施設は 12.9%7で、アフターケアの体制が十分に整っていない施設があります。独自のアフターケ

ア制度では、寄付品仲介を行う施設が 7 割を超えるものの、現金給付 14.0％や現金貸付 19.9％な

ど8、施設によって支援格差が大きいことも伺えます。 

退所者が各種契約を行う際の保証人対応についても施設の対応の違いは大きく、これからも慣

習的に成人に対しても保証人を必要とする契約は多いことから、改善の必要があります。 

「児童自立生活援助事業」の導入見込みは、30.2％に留まる 

2024 年 4 月より、「児童自立生活援助事業」の適用範囲拡大により、年齢に関わらず一度措置

解除された人でも緊急時に再度施設等にて支援ができるようになりました。しかしながら、「導入

した」16.2％と、「導入予定がある」14.0%を合わせて、導入見込みは 30.2％に留まり、「導入する

予定がない」が最多の 49.3％9となりました。 

施設のアフターケア体制に格差がある中で、いかに活用可能な／支援格差を生まない制度を作

っていくかの検討が求められます。 

措置延長は増加傾向 

2024 年 4 月の改正児童福祉法により支援年齢の上限が撤廃され、子ども一人ひとりの必要性に

応じて、措置延長や児童自立生活援助事業を活用して施設に在籍することが可能になりました。

措置延長される人は、2021 年度では 17.5%、それ以降では 2 割10を超え増加傾向にあります。 

措置延長される人がどういう状況にあるか見てみると、大学等へ進学する人が 67.1%11にのぼり

ましたが、メンタルに関する通院をしている人の割合は、措置延長しない人と大きな差がなかっ

た12ことがわかりました。措置延長の可否は児童相談所の判断によりますが、その基準はあいまい

であることから、今後、措置延長を受ける目的や状況が可視化され、判断基準が標準化されるこ

とが望まれます。 

 

 

 
6 図表 1.1.1 

7 図表 1.3.1 

8 図表 1.4.1 

9 図表 2.1.1 

10 図表 3.2.4 

11 図表 3.2.2 
12 図表 3.2.3 
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施設を退所後、親・親族宅に戻る割合は 1割強。勤務先からの住宅支援はデメリットも 

満 18 歳になった年度が直近の 2024 年度で見ると、退所直後、親・親族宅に戻る割合が

17.5%13です。進路別にみると、大学等進学者は 8.5%（親 5.3％、親戚・祖父母 3.2％）14、就職

者 10.3%（親 8.6%、親戚・祖父母 1.7％）15となっています。特に進学者について、親元に戻る割

合の著しい減少傾向が見られ、奨学金や住宅支援制度の充実により無理に親元に帰らなくても良

くなっていると言えそうです。 

勤務先からの住宅支援について、現在正社員として就労している者のうち、「社員寮・借り上げ

住宅がある」と回答している人の割合は、18歳で 38.8%、19 歳で 32.8％と高くなっており、ま

た「家賃補助」の割合は 18 歳で 14.1%、19歳で 14.8％です16。就職先を選ぶにあたり、福利厚生

として住宅支援がある会社が選ばれていることが伺われます。しかし、離職率の高さを考えると

仕事と住まいが一体化していることは離職と同時に住まいを失う、というデメリットとなること

も考えられます。特に、仕事への意欲や適性が高くない等、早期に離職する可能性が高い場合

は、住まいを切り離して生活の安定を優先させることも必要な支援です。 

大学等への進学率はやや減少 

2019年以降、着実に上がってきた大学等への進学率ですが、減少に転じました17。特に大きく

下がったのは、4年制大学への進学率です。反して、専門学校への進学率が増えていることから、

就労を見据えた進路選択がされていることが伺えます。 

慎重な進路選択の背景に、依然として高い中退率が考えられます。高校後の進学先を中退/休学

した理由のトップが、学習意欲の低下 63.2％18であることから、進学する目的意識を明確に持てる

ことが重要な鍵になりそうです。 

高校卒業後に正社員として就職した人の半数近くが、1 年後に離職 

高校卒業後、就職の進路を選んだ人は 57.1％19で、そのうち正社員・正規公務員で雇用されてい

る人は 58.8％、福祉就労者は 29.7％でした20。 

施設生活経験者の離職率については、正社員・正規公務員として就労した人のうち、就職から 3

カ月後で 14.3％、1 年 3カ月後で 44.9％21が離職しています。転職が当たり前になった昨今の社会

状況を踏まえても、この離職率の高さは大きな課題です。最初の就職先で長く勤めるためには、

子どものやりたいことや得意なことと合っているか、仕事において何を重視するのか、初めての

就職を丁寧に支援していくことが求められます。また、一般的な就職活動を経験していない高卒

 
13 図表 3.2.5 

14 図表 8.1.1 

15 図表 8.1.2 

16 図表 8.3.1 

17 図表 4.1.1 

18 図表 4.3.1 

19 図表 3.1.3 

20 図表 5.2.1 

21 図表 5.2.2 
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就労者は、離職や転職をする場合は、ハローワークなどでの仕事の探し方を教えていくことも重

要になってきます。 

早期退所者（満 18 歳 3月末以前に措置解除された人）への支援が急務 

早期退所者について詳細の分析をしたところ、早期退所者の自立、および自立支援の課題が浮

き彫りになりました。 

早期退所者の高校中退率(2024 年度 47.7%)は、満 18 歳 3 月で退所した人の高校中退率（同

1.6%）と比べて、約 30倍も高いことがわかりました22。高校卒業後の大学等進学率に関しては、

早期退所者（2024 年度 26.7%）に対して、満 18歳 3 月退所者（同 42.2%）と大きな開きがあり

ます23。また、健康保険の加入状況については、「わからない」と回答した人が早期退所者（2024

年度 44.9%）に対して、満 18歳 3月退所者（同 5.6%）と 8倍も高かったです24。コミュニケー

ション頻度にも大きな差があることからも、早期退所者には施設のアフターケアが届いてないこ

とがわかります。こども家庭庁は家庭復帰を促進する方針ですが、復帰する場合にはより手厚い

アフターケアを保証されなければならないと考えます。 

生い立ちの整理に関する分析 

入所に至った理由や家族に関する情報は、子ども自身の大切なプライバシーであり、子どもの

知る権利を保障する上でも、自尊感情や生きる意欲にも大きな影響を及ぼすことでも、重要な支

援という認識が広がっています。「伝えない」という方針の施設は 2.9%25に留まりますが、「伝え

る」としている施設でも、具体的な伝え方の方針には違いが見られます。また、施設の方針とし

ては「伝える」としていても、子どもの状況によって「ライフストーリーワークとしてしっかり

伝える」から、「あえて伝えなかった」「機会がなかった」など、様々な事情が複雑に絡んでいる

実態が垣間見える結果となりました。 

例えば、施設として「伝える方針」でありながら、「伝えなかった理由」を子ども毎に問うと、

「職員側の知識・スキル・体制不足等の不安」と回答したケースが 22.6%26と最も高かったことか

ら、現場での実践体制や人材育成が追い付いていないことが伺われます。 

生い立ちの整理が実際、どの程度役に立っていると思うのかを集計したところ、「親との関係改

善」には、大きな違いが見られました27が、中退・休学の割合に差はみられませんでした28。ま

た、因果関係がはっきりできないものもあります。例えば、生い立ちの整理を行った人の方が、

メンタルに関する通院が多い傾向が見られましたが、生い立ちの整理を行ったために治療につな

げやすくなったのか、医師の下で治療中であるからこそ安心して生い立ちの整理を行うことがで

きる環境が整ったのか、わかりません。施設職員とのコミュニケーション頻度についても、生い

 
22 図表 7.2.1 

23 図表 7.2.2 

24 図表 7.2.3 

25 図表 9.1.1 

26 図表 9.1.4 

27 図表 9.2.2 

28 図表 9.2.1 
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立ちに関わる情報を伝えたことで職員との関係性が良くなったのか、職員との関係性がよかった

からこそ伝えやすかったとも言えそうです。施設職員に対するヒアリングが求められます。 

支援の難易度の高まり 

こども家庭庁の調査でも、児童養護施設入所児童の被虐待率や、知的障害や発達障害をはじめ

とする障害保有率がともに高まっていることが明らかになっています。本調査からも不登校経験

や自傷行為経験の割合の高まり29や、メンタルに関する通院割合の高まり30などからも、入所中児

童への支援は難しくなっています。 

こども家庭庁の方針により、家庭的養育（里親家庭や家庭復帰）が推進される中で、施設には

より高度な専門性が求められています。同時に、家庭復帰者や退所者などケアリーバーに対する

支援についても、より専門性が求められるようになってきていて、人材の確保育成や制度の拡充

が喫緊の課題です。 

12 謝辞 

本調査の実施にあたり、お忙しい中ご協力いただいた児童養護施設の職員の皆様に厚く御礼を

申し上げます。ご協力をお願いする電話を差し上げた際に「この時期のお電話ということは調査

ですね！」とおっしゃる職員さんも少なくなく、この調査が浸透してきたことを実感いたしまし

た。また今年は追加調査も実施いたしましたが、快くご協力くださった職員さんが多く感謝に堪

えません。 

例年のことではありますが、調査票設計、データ集計、分析、報告書作成に至るまで、B4Sサ

ポーター（登録ボランティア）による調査チームの皆様にも心から感謝申し上げます。年々サポ

ーターの皆様が分析してくださるレベルが上がっており本当に驚いておりますし、退所者支援の

お気持ちに心から敬意を表します。 

 

私たちはこれからも、退所者の自立支援、アフターケアの環境が一歩でも前に進めるよう、尽

力して参ります。 

 
29 図表 10.1.2 

30 図表 10.3.1 
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【単純集計表】 

A7_貴施設には自立支援を管理/統括する役職の職員がいますか（n=136） 

  

A26_自立支援の専任または兼任職員は、業務用スマートフォンを貸与されていますか（n=120） 

  

A27_貴施設では「児童自立生活援助事業」を導入しますか（n=136） 
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A31_貴施設で「児童自立生活援助事業」を導入する予定がない理由をお答えください(n=67) 

  

A28_貴施設では、措置中に「退所後の支援計画」を立てていますか（n=115） 

 
 

A29_貴施設の都道府県では「社会的養護自立支援拠点事業」が実施されていますか（n=136） 
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A8_貴施設では、アフターケアのための経費が認められていますか（n=136） 

 
 

A9_貴施設で認められているアフターケア経費を具体的にお答えください（n=116） ※複数回答 

  

A11_貴施設では、アフターケアのための施設独自の支援として、どのような体制がありますか（n=136） 

※複数回答 
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A13_貴施設の施設長は、退所者の以下の契約時に保証人になりますか＜雇用契約＞（n=136） 

  

A14_貴施設の施設長は、退所者の以下の契約時に保証人になりますか＜アパートの賃貸契約＞ 

（n=136） 

  

A15_貴施設の施設長は、退所者の以下の契約時に保証人になりますか 

＜携帯電話(機種変更含む)の契約＞（n=136） 
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A16_貴施設の施設長は、退所者の以下の契約時に保証人になりますか＜クレジットカード契約＞ 

（n=136） 

 
 

A17_貴施設の施設長は、退所者の以下の契約時に保証人になりますか＜病院での手術契約＞ 

（n=136） 

  

A18_貴施設の施設長は、退所者の以下の契約時に保証人になりますか＜奨学金契約＞（n=136） 
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A19_貴施設の施設長は、退所者の以下の契約時に保証人になりますか＜公的な貸付金契約＞ 

（n=136） 

  

A21_貴施設では、退所前に以下の情報をどのように伝えていますか＜奨学金＞（n=136） 

  

A22_貴施設では、退所前に以下の情報をどのように伝えていますか＜自立支援貸付金制度＞ 

（n=136） 
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39%

わからない

7%

退所予

定者全

員に伝

える

進学希

望者の

みに伝

える

職員が

子ども

を選ん

で伝え

る

聞かれ

たら伝

える

その他

集計 71 49 13 1 2

71

49

13

1 2

0

10

20

30

40

50

60

70

80

施
設
数

退所予定

者全員に

伝える

52%

進学希望

者のみに

伝える

36%

職員が子

どもを選

んで伝え

る

10%

聞かれたら伝える

1%

その他

1%

退所

予定

者全

員に

伝え

る

進学

希望

者の

みに

伝え

る

職員

が子

ども

を選

んで

伝え

る

聞か

れた

ら伝

える

その

他

わか

らな

い

集計 48 18 41 6 18 5

48

18

41

6

18

5

0

10

20

30

40

50

60

施
設
数 退所予定

者全員に

伝える

35%

進学希望

者のみに

伝える

13%

職員が子ど

もを選んで

伝える

30%

聞かれた

ら伝える

5%

その他

13%

わからない

4%
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A23_貴施設では、退所前に以下の情報をどのように伝えていますか＜支援団体情報＞（n=136） 

  

A24_貴施設では、退所前に以下の情報をどのように伝えていますか＜活用できる社会資源＞（n=136） 

  

A32_貴施設では、子どもの措置理由や家族に関する情報を、どのように伝えていますか(n=136) 

※複数回答 

  

退所者

予定者

全員に

伝える

職員が

子ども

を選ん

で伝え

る

聞かれ

たら伝

える

その他
わから

ない

集計 84 45 1 5 1

84

45

1
5

1

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

施
設
数

退所者予

定者全員

に伝える

62%

職員が子

どもを選

んで伝え

る

33%

聞かれたら伝

える

1%

その他

3%

わからない

1%

退所者

予定者

全員に

伝える

職員が

子ども

を選ん

で伝え

る

聞かれ

たら伝

える

その他

集計 64 58 7 7

64
58

7 7

0

10

20

30

40

50

60

70

施
設
数 退所者予

定者全員

に伝える

47%

職員が子

どもを選

んで伝え

る

43%

聞かれた

ら伝える

5%

その他

5%

措置中

に、施

設の判

断で子

どもの

発達に

合わせ

て伝え

ている

措置中

に、本

人の希

望に応

じて伝

えてい

る

退所後

に、本

人の希

望に応

じて伝

えてい

る

「退所

した

後、児

相に情

報開示

請求で

きる」

ことを

伝えて

いる

伝えて

いない
その他

わから

ない

集計 81 71 28 5 4 21 1

81

71

28

5 4

21

1

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

施
設
数

措置中

に、施

設の判

断で子

どもの

発達に

合わせ

て伝え

ている

措置中

に、本

人の希

望に応

じて伝

えてい

る

退所後

に、本

人の希

望に応

じて伝

えてい

る

「退所

した

後、児

相に情

報開示

請求で

きる」

ことを

伝えて

いる

伝えて

いない
その他

わから

ない

割合 60% 52% 21% 4% 3% 15% 1%

60%

52%

21%

4% 3%

15%

1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
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A33_貴施設では、支援に「生い立ちの整理」を取り入れていますか(n=136) 

 
 

B3_性別をお答えください（n=3445） 

 
 

B5_生まれた年をお答えください（n=3445） 

 
 

取り入

れてい

る

やや取

り入れ

ている

あまり

取り入

れてい

ない

取り入

れてい

ない

集計 55 54 25 2

55 54

25

2

0

10

20

30

40

50

60

施
設
数 取り入れ

ている

40%

やや取り入

れている

40%

あまり取

り入れて

いない

18%

取り入れ

ていない

2%

男性 女性 その他

集計 1727 1707 11

1727 1707

11

0

500
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1500
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人
数 男性

50%
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50%

その他
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20
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10
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4
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9%

2001

11%
2002

11%

2003

11%

2004

10%

2005

11%

2006

11%

2007

3%

2008

2%

2009

1%

2010
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B7_18歳 3月末までの間に（措置前も含む）、本人に次のような出来事はありましたか（n=3445） 

※複数回答 

  

B8_現時点で、貴施設が把握している最終学歴をお答えください（n=3445） 

 
 

D0_今年の 3月末時点で、18歳以上になりましたか（n=3445） 

  

結

婚

離

婚

出

産

(既

婚)

出

産

(未

婚)

中

絶

不

登

校

(高

校

以

前)

自

傷

行

為

入

院

犯

罪

(加

害)

犯

罪

(被

害)

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

集計 18 1 10 14 31 537 364 162 192 78 553 265

18 1 10 14 31

537

364

162
192

78

553

265

0

100

200

300

400

500

600

人
数

結

婚

離

婚

出

産

(既

婚)

出

産

(未

婚)

中

絶

不

登

校

(高

校

以

前)

自

傷

行

為

入

院

犯

罪

(加

害)

犯

罪

(被

害)

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

割合 1% 0% 0% 0% 1% 16%11% 5% 6% 2% 16% 8%

1% 0% 0% 0% 1%

16%

11%

5%
6%

2%

16%

8%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

中学卒業

高校卒業

(高卒認

定、特別

支援学校

卒業含

む)

専門学校

卒業

大学・短

大卒業

大学院卒

業

集計 544 2633 152 114 2

544

2633

152 114
2

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

人
数

中学卒業

16%

高校卒業(高卒認定、特

別支援学校卒業含む)

77%

専門学校卒業

4%

大学・短大卒業

3%

大学院卒業

0%

18歳以上に

なった

18歳以上に

なっていない

集計 3314 131

3314

131

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

人
数

18歳以上になった

96%

18歳以上になっていない

4%
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C0_現在貴施設に在籍していますか（n=3314） 

 
 

C1_退所した年度をお答えください（n=3027） 

  

C7_退所は満 18歳 3月末でしたか（n=3314） 

  
 

1.退所し

ている

2.施設在

籍（措

置延長

（高校

通学

中））

3.施設在

籍（措

置延長

（高校

卒業、

または

高校中

退して

るが施

設内）)

4.施設在

籍（措

置延長

（施設

外住

居）)

5.施設在

籍（児

童自立

生活援

助事業

（施設

内）)

6.施設在

籍（児

童自立

生活援

助事業

（施設

外住

居））

集計 3253 1 29 11 6 14

3253

1 29 11 6 14

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

人
数

1.退所している

98%

2.施設在籍（措置延

長（高校通学中））

0%

3.施設在籍（措置延長

（高校卒業、または高校

中退してるが施設内）)

1%

4.施設在籍（措置延

長（施設外住居）)

0%

5.施設在籍（児童自立生活援

助事業（施設内）)

0% 6.施設在籍（児童自

立生活援助事業

（施設外住居））

1%

2015

年度

(H2

7)

2016

年度

(H2

8)

2017

年度

(H2

9)

2018

年度

(H3

0)

2019

年度

(H3

1/R

1)

2020

年度

（R

2）

2021

年度

（R

3）

2022

年度

（R

4）

2023

年度

（R

5）

2024

年度

（R

6）

2025

年度

（R

7年4

月以

降退

所）

集計 199 253 281 267 318 357 340 304 337 336 35

199

253

281
267

318

357
340

304

337 336

35
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50

100
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350

400

人
数

2015年度

(H27)

7%

2016年度

(H28)

8%
2017年度

(H29)

9%

2018年度

(H30)

9%

2019年度

(H31/R1)

11%
2020年度

（R2）

12%

2021年度

（R3）

11%

2022年度

（R4）

10%

2023年度

（R5）

11%

2024年度

（R6）

11%

2025年度

（R7年4月以

降退所）

1%

満18歳3月

末を待たず

に措置解除

満18歳3月

末に、措置

解除

満19歳にな

る年度の4月

以降に措置

解除（上記

1,2以降）

集計 656 2055 603

656

2055

603

0

500

1000

1500

2000

2500

人
数

満18歳3月末を待たず

に措置解除

19.8%

満18歳3月末に、

措置解除

62.0%

満19歳になる年度

の4月以降に措置解

除（上記1,2以降）

18.2%



 

67 

 

© Bridge for Smile. All Rights Reserved. 

C8_退所時の住まいをお答えください（n=3207） 

  

C5_退所時に一緒に暮らしていた人をお答えください（n=3253）※複数回答 

  

D2_19歳になる年度の 4月、健康保険（国民健康保険等の医療保険）に加入していましたか（n=3314） 

 
 

  

外部ア

パー

ト、社

員寮な

ど

自立援

助ホー

ム

親・親

族宅

障害者

福祉系

施設・

ホーム

その他

集計 1763 124 640 537 143

1763

124

640
537

143

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

人
数

外部アパート、

社員寮など

55%

自立援助

ホーム

4%

親・親族

宅

20%

障害者福祉系

施設・ホーム

17%

その他

4%

ひと

り暮

らし

交際

相

手・

配偶

者

（結

婚相

手）

子ど

も
親

交際

相

手・

配偶

者の

親

きょ

うだ

い

親

戚・

祖父

母

友人

共同

生活

者

（寮

、

シェ

アハ

ウ

ス）

支援

者

（福

祉系

施設

職

員、

里親

等）

わか

らな

い

その

他

集計 1503 45 7 552 13 240 112 14 557 516 22 116

1503

45 7

552

13

240
112

14

557 516

22
116

0

200

400

600

800
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人
数

ひと

り暮

らし

交際

相

手・

配偶

者

（結

婚相

手）

子ど

も
親

交際

相

手・

配偶

者の

親

きょ

うだ

い

親

戚・

祖父

母

友人

共同

生活

者

（寮

、

シェ

アハ

ウ

ス）

支援

者

（福

祉系

施設

職

員、

里親

等）

わか

らな

い

その

他

割合 46% 1% 0% 17% 0% 7% 3% 0% 17% 16% 1% 4%

46%

1% 0%

17%

0%

7%
3%

0%

17% 16%

1%
4%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

加入して

いた
未加入

わからな

い

集計 2428 189 697

2428

189

697

0
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3000

人
数

加入していた

73%

未加入

6%

わからない

21%
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D15_18歳の 3月末時点で、精神科や心療内科に通院していましたか（n=2861） 

  

D13_措置中の支援の中で、対象児の自立に向けて有効だったと思うことや、今の生活に役立っている

と思うことをお答えください（n=3314）※複数回答 

  

D16_入所中に「措置理由」や「家族の状況」について、対象児に伝えましたか(n=3314) 

  

通院して

いなかっ

た

短期（6

カ月未

満）また

は単発で

通院して

いた

6か月以

上定期的

に通院し

ていた

その他
わからな

い

集計 1902 126 461 12 360

1902

126

461

12

360

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

人
数

通院してい

なかった

67%

短期（6カ月未

満）または単発

で通院していた

4%

6か月以上

定期的に通

院していた

16%

その他

0%
わからない

13%

職員

との

良好

な関

係

特定

職員

との

長期

継続

関係

の構

築

学習

支援

（学

習塾

を含

む）

ス

ポー

ツ・

習い

事

外部

団体

のイ

ベン

ト･

セミ

ナー

への

参加

子ど

もの

意思

や権

利を

表明

でき

る場

の保

証

家事

練習

性教

育

カウ

ンセ

リン

グ

職業

体

験・

アル

バイ

ト体

験

進路

相

談・

指導

ひと

り暮

らし

体験

退所

後の

お金

のシ

ミュ

レー

ショ

ン

保険

年金

など

の公

的制

度・

行政

サー

ビ

ス・

支援

情報

の案

内

資格

取得

生い

立ち

の整

理

親と

の関

係整

理・

改善

措置

延長

その

他

集計 2553 1384 452 740 602 715 728 540 313 1514 1068 590 833 255 314 504 976 432 83

2553

1384

452

740
602

715 728

540

313

1514

1068
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833

255 314
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976
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83
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人
数

職員

との

良好

な関

係

特定

職員

との

長期

継続

関係

の構

築

学習

支援

（学

習塾

を含

む）

ス

ポー

ツ・

習い

事

外部

団体

のイ

ベン

ト･

セミ

ナー

への

参加

子ど

もの

意思

や権

利を

表明

でき

る場

の保

証

家事

練習

性教

育

カウ

ンセ

リン

グ

職業

体

験・

アル

バイ

ト体

験

進路

相

談・

指導

ひと

り暮

らし

体験

退所

後の

お金

のシ

ミュ

レー

ショ

ン

保険

年金

など

の公

的制

度・

行政

サー

ビ

ス・

支援

情報

の案

内

資格

取得

生い

立ち

の整

理

親と

の関

係整

理・

改善

措置

延長

その

他

割合 77% 42% 14% 22% 18% 22% 22% 16% 9% 46% 32% 18% 25% 8% 9% 15% 29% 13% 3%

77%

42%

14%

22%
18%

22% 22%

16%

9%

46%

32%

18%

25%

8% 9%

15%

29%

13%

3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

ライフス

トーリー

ワーク等

の取り組

みを通し

て、しっ

かり伝え

た

面談の機

会等で、

ある程度

伝えた

本人から

質問され

たので、

伝えた

本人の特

性や施設

方針によ

り、あえ

て伝えな

かった

特に機会

がなかっ

たので、

伝えな

かった

わからな

い
その他

集計 444 1174 110 168 666 625 127

444

1174

110
168

666
625

127
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200

400

600

800

1000

1200

1400

人
数

ライフストーリーワーク

等の取り組みを通して、

しっかり伝えた

13%

面談の機会

等で、ある

程度伝えた

36%

本人から質問されたので、

伝えた

3%

本人の特性や施設方針により、

あえて伝えなかった

5%

特に機会がなかったので、

伝えなかった

20%

わからない

19%

その他

4%
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E0_現在高校は卒業していますか（n=3314） 

 
 

E1_卒業した高校の種類をお答えください（n=2922） 

  

F0_高校卒業後の進路をお答えください（n=2922） 

  

  

卒業して

いる（高

卒認定含

む）

卒業して

いない

（高校在

学中）

卒業して

いない

（高校中

退）

集計 2922 26 366

2922

26
366

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

人
数

卒業している（高卒認定

含む）

88%

卒業して

いない

（高校在

学中）

1%

卒業していない

（高校中退）

11%

全日

制高

校普

通科

全日

制高

校専

門学

科

（工

業科

な

ど）

定時

制高

校普

通科

定時

制高

校専

門学

科

通信

制高

校

特別

支援

学校

中退

かつ

高卒

認定

取得

済

その

他

わか

らな

い

集計 1428 511 122 7 215 580 8 44 7

1428

511

122
7

215

580

8 44 7

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

人
数

全日制高校

普通科

49%

全日制高校専

門学科（工業

科など）

18%

定時制高校

普通科

4%

定時制高校

専門学科

0%

通信制高校

7%
特別支援学校

20%

中退かつ高卒認定

取得済

0%

その他

2%
わからない

0%

進学 就労

無職

（専業

主婦

(夫)、

療養中

含む）

その他

集計 996 1733 89 104

996

1733

89 104

0
200
400
600
800

1000
1200
1400
1600
1800
2000

人
数

進学

34%

就労

59%

無職（専業主婦

(夫)、療養中含む）

3%

その他

4%
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H_高校卒業直後の就労状況をお答えください（n=2729） 

  

I_無職の場合、高校卒業直後の状況をお答えください（n=89） 

  

G1_高校卒業後の進学先をお答えください（n=996） 

  

  

正社

員・

正規

公務

員

契約

社

員・

派遣

社

員・

非常

勤公

務員

パー

ト・

アル

バイ

ト

フ

リー

ラン

ス・

個人

事業

主・

家業

従事

福祉

就労

（作

業

所、

障が

い者

雇

用）

就労

して

いな

い

（進

学の

場合

の

み）

わか

らな

い

その

他

集計 1123 83 774 5 392 269 72 11

1123

83

774

5

392

269

72
11

0

200

400

600

800

1000

1200

人
数

正社員・正規

公務員

41%

契約社員・派遣社員・

非常勤公務員

3%

パート・アルバイト

28%

フリーランス・

個人事業主・家

業従事

0%

福祉就労（作業所、

障がい者雇用）

14%

就労していない（進学

の場合のみ）

10%

わからない

3%

その他

1%

専業

主

婦・

主夫

病気

療

養・

入院

就職

活動

中

その

他

わか

らな

い

集計 7 13 31 28 10

7

13

31
28

10

0

5

10

15

20

25

30

35

人
数

専業主婦・主夫

8%

病気療養・入院

15%

就職活動中

35%

その他

31%

わからない

11%

大

学･

短

大

(2

年

制)

大

学･

短

大

(3

年

制)

大

学

(4

年

制)

大

学

(6

年

制)

通

信

制

大

学

・

短

大

専

門

学

校

(1

年

制)

専

門

学

校

(2

年

制)

専

門

学

校

(3

年

制)

専

門

学

校

(4

年

制)

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

集計 103 10 372 2 10 36 342 84 16 17 4

103

10

372

2 10
36

342

84

16 17 4

0

50

100

150

200

250

300

350

400

人
数

大学･短大

(2年制)

10%

大学･短大(3年制)

1%

大学(4年制)

37%

大学(6年制)

0%
通信制大学・短大

1%

専門学校(1年制)

4%

専門学校(2年制)

34%

専門学校(3年制)

9%

専門学校(4年制)

2%

その他

2%

わからない

0%
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G2_その学校（高校卒業後の進学先）に入学した年度をお答えください（n=980） 

  

G3_現在の就学状況をお答えください（n=996） 

  

G5_高卒後の進学先を中退または休学した理由を教えて下さい（n=212）※複数回答 

  

  

201

2年

度

(H

24)

201

4年

度

(H

26)

201

5年

度

(H

27)

201

6年

度

(H

28)

201

7年

度

(H

29)

201

8年

度

(H

30)

201

9年

度

(H

31

・

R1)

202

0年

度

(R2

)

202

1年

度

(R3

)

202

2年

度

(R4

)

202

3年

度

(R5

)

202

4年

度

(R6

)

202

5年

度

(R7

)

わ

か

ら

な

い

集計 1 3 10 43 69 85 84 102 109 112 135 107 117 3

1 3
10

43

69

85 84

102
109 112

135

107
117

3

0

20

40

60

80

100

120

140

160

人
数

2012年度

(H24)

0%

2014年度

(H26)

0%

2015年度(H27)

1%

2016年度(H28)

4%
2017年度(H29)

7%

2018年度

(H30)

9%

2019年度(H31・R1)

9%

2020年度(R2)

10%

2021年度

(R3)

11%

2022年

度(R4)

12%

2023年度(R5)

14%

2024年

度(R6)

11%

2025年度

(R7)

12%

わからない

0%

卒業

就学

中

（留

学も

含

む）

休学

中
中退

わか

らな

い

集計 382 379 10 202 23

382 379

10

202

23

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450

人
数

卒業

39%

就学中（留学

も含む）

38%

休学中

1%

中退

20%

わからない

2%

経

済

問

題

学

習

意

欲

低

下

学

力

不

足

留

年

決

定

出

席

日

数

不

足

人

間

関

係

体

調

不

良

メ

ン

タ

ル

不

調

結

婚

・

出

産

生

活

の

乱

れ

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

集計 33 13 50 34 80 64 15 78 7 53 10 22

33

134

50
34

80
64

15

78

7

53

10
22

0
20
40
60
80

100
120
140
160

人
数

経

済

問

題

学

習

意

欲

低

下

学

力

不

足

留

年

決

定

出

席

日

数

不

足

人

間

関

係

体

調

不

良

メ

ン

タ

ル

不

調

結

婚

・

出

産

生

活

の

乱

れ

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

割合 16 63 24 16 38 30 7% 37 3% 25 5% 10

16%

63%

24%
16%

38%
30%

7%

37%

3%

25%

5%
10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
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J1_現在の就労状況をお答えください（学生のアルバイト等も含む）（n=3110） 

 
 

J2_現在就労していない場合、現在の状況をお答えください（n=307） 

 
 

J3_勤務先からの住宅支援についてお答えください（n=2798）※複数回答 

  

  

正社

員・正

規公務

員（最

初に就

職した

職場で

引き続

き勤

務）

正社

員・正

規公務

員（最

初の職

場以外

で勤

務）

契約社

員・派

遣社

員・非

常勤公

務員

パー

ト・ア

ルバイ

ト

フリー

ラン

ス・個

人事業

主・家

業従事

福祉就

労（作

業所、

障がい

者雇

用）

就労は

してい

ない

その他
わから

ない

集計 555 322 138 611 35 318 312 51 768

555

322

138

611

35

318 312

51

768

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

人
数

正社員・正規公務員

（最初に就職した職

場で引き続き勤務）

18%

正社員・正規公務員（最

初の職場以外で勤務）

10%

契約社員・派遣

社員・非常勤公

務員

4%

パート・アルバイト

20%

フリーランス・個人

事業主・家業従事

1%

福祉就労（作業所、

障がい者雇用）

10%

就労はしてい

ない

10%

その他

2%

わからない

25%

就職活

動中

就学中

（勉強

に集中

するた

めバイ

トをし

ない）

専業主

婦・主

夫

病気療

養・入

院

拘禁 その他
わから

ない

集計 52 49 38 49 6 82 31

52
49

38

49

6

82

31

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

人
数

就職活動中

17%

就学中（勉強に集中する

ためバイトをしない）

16%

専業主婦・

主夫

12%

病気療養・

入院

16%
拘禁

2%

その他

27%

わから

ない

10%

社員寮･

借り上げ

住宅に住

んでいる

（賃貸契

約者が勤

務先）

勤務先が

家賃補助

をしてい

る

勤務先が

賃貸保証

人である

住宅支援

はない

わからな

い
その他

集計 195 150 7 755 1371 171

195 150

7

755

1371

171

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

人
数

社員寮･

借り上げ

住宅に住

んでいる

（賃貸契

約者が勤

務先）

勤務先が

家賃補助

をしてい

る

勤務先が

賃貸保証

人である

住宅支援

はない

わからな

い
その他

割合 7% 5% 0% 27% 49% 6%

7% 5%
0%

27%

49%

6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
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J5_これまでに利用したことがある制度をお答えください（n=3288）※複数回答 

  

J6_この 1年間に、本人に次のような出来事はありましたか（n=3288）※複数回答 

  

J18_現在、健康保険（国民健康保険等の医療保険）に加入していますか（n=3110） 

 
 

  

措置

延長

社会

的養

護自

立支

援事

業

自立

支援

貸付

金

生活

困窮

者へ

の公

的貸

付制

度

身元

保証

人確

保対

策事

業に

よる

契約

保証

障害

年金

生活

保護

日本

学生

支援

機構

の給

付型

奨学

金

自立

援助

ホー

ムへ

の入

居

障害

福祉

系施

設･

ホー

ム等

への

入居

わか

らな

い

その

他

集計 0 0 264 0 214 254 251 539 0 0 1029 163

0 0

264

0

214 254 251

539

0 0

1029

163

0

200

400

600

800

1000

1200

人
数

措置

延長

社会

的養

護自

立支

援事

業

自立

支援

貸付

金

生活

困窮

者へ

の公

的貸

付制

度

身元

保証

人確

保対

策事

業に

よる

契約

保証

障害

年金

生活

保護

日本

学生

支援

機構

の給

付型

奨学

金

自立

援助

ホー

ムへ

の入

居

障害

福祉

系施

設･

ホー

ム等

への

入居

わか

らな

い

その

他

割合 0% 0% 8% 0% 7% 8% 8% 16% 0% 0% 31% 5%

0% 0%

8%

0%

7%
8% 8%

16%

0% 0%

31%

5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

結婚離婚

出産

(既

婚)

出産

(未

婚)

中絶

不登

校

(高

校以

前)

自傷

行為
入院

犯罪

(加

害)

犯罪

(被

害)

実子

が施

設等

に措

置入

所

自己

破産

DV

被害

わか

らな

い

その

他

集計 133 23 78 23 20 27 72 55 48 13 9 7 16 1018 200

133

23
78

23 20 27
72 55 48

13 9 7 16

1018

200

0

200

400

600

800

1000

1200

人
数

結婚 離婚

出産

(既

婚)

出産

(未

婚)

中絶

不登

校

(高

校以

前)

自傷

行為
入院

犯罪

(加

害)

犯罪

(被

害)

実子

が施

設等

に措

置入

所

自己

破産

DV

被害

わか

らな

い

その

他

割合 4% 1% 2% 1% 1% 1% 2% 2% 1% 0% 0% 0% 0% 31% 6%

4%

1%
2%

1% 1% 1%
2% 2% 1%

0% 0% 0% 0%

31%

6%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

加入して

いる
未加入

わからな

い

集計 1691 139 1280

1691

139

1280

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

人
数

加入している

54%

未加入

5%

わからない

41%
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J20_直近の 1年間で、精神科や心療内科に通院していますか（n=3053） 

  

K1_この 1年の貴施設と本人のコミュニケーション状況をお答えください（n=3054） 

  

K4_貴施設はこの 1年間に退所者と何回連絡をとりましたか（n=3054） 

  

  

通院し

ていな

い

短期（6

カ月未

満）ま

たは単

発で通

院して

いる

6か月以

上定期

的に通

院して

いる

その他
わから

ない

集計 1352 112 313 20 1256

1352

112

313

20

1256

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

人
数 通院して

いない

44%

短期（6カ月未満）または

単発で通院している

4%

6か月以上定期的に

通院している

10%

その他

1%

わからない

41%

直接会っ

た

直接会っ

ていない

が連絡は

とれた

連絡はな

いが既読

はついた

（郵便物

は配達さ

れた）

連絡がと

れなかっ

た

わからな

い

集計 1596 668 59 299 432

1596

668

59

299

432

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

人
数

直接会った

52%

直接会っていない

が連絡はとれた

22%

連絡はないが

既読はついた

（郵便物は配

達された）

2%

連絡がとれなかった

10%

わからない

14%

０回

１回

～２

回

３回

～４

回

５回

～９

回

１０

回以

上

わか

らな

い

集計 642 682 542 396 669 123

642
682

542

396

669

123

0

100

200

300

400

500

600

700

800

人
数

０回

21%

１回～２回

22%
３回～

４回

18%

５回～９回

13%

１０回以上

22%

わからない

4%



 

75 

 

© Bridge for Smile. All Rights Reserved. 

K7_現在一緒に暮らしている人をお答えください（n=3054）※複数回答 

  

  

ひと

り暮

らし

交際

相

手・

配偶

者

（結

婚相

手）

子ど

も
親

交際

相

手・

配偶

者の

親

きょ

うだ

い

親

戚・

祖父

母

友人

共同

生活

者

（寮

、

シェ

アハ

ウ

ス）

支援

者

（福

祉系

施設

職

員、

里親

等）

わか

らな

い

その

他

集計 1140 355 160 188 23 106 38 25 230 285 687 67

1140

355

160 188

23
106

38 25

230
285

687

67

0

200

400

600

800

1000

1200

人
数

ひと

り暮

らし

交際

相

手・

配偶

者

（結

婚相

手）

子ど

も
親

交際

相

手・

配偶

者の

親

きょ

うだ

い

親

戚・

祖父

母

友人

共同

生活

者

（寮

、

シェ

アハ

ウ

ス）

支援

者

（福

祉系

施設

職

員、

里親

等）

わか

らな

い

その

他

割合 37% 12% 5% 6% 1% 3% 1% 1% 8% 9% 22% 2%

37%

12%

5% 6%

1%
3%

1% 1%

8%
9%

22%

2%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%
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【回答施設の所在地一覧-2025 年度-】 

所在地 

（都道府県） 

回答件数 

 所在地 

（都道府県） 

回答件数 

青森県 2  岐阜県 1 

秋田県 2  滋賀県 1 

山形県 1  京都府 1 

福島県 1  大阪府 5 

茨城県 4  奈良県 1 

栃木県 1  兵庫県 3 

群馬県 2  鳥取県 1 

埼玉県 11  島根県 1 

千葉県 6  岡山県 2 

東京都 21  愛媛県 2 

神奈川県 16  福岡県 4 

新潟県 2  佐賀県 3 

富山県 1  長崎県 1 

石川県 1  熊本県 6 

福井県 1  大分県 3 

長野県 4  鹿児島県 2 

静岡県 5  沖縄県 4 

愛知県 11    

三重県 3    
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【自由回答】 

A34：子ども自身の情報を伝えることや、「生い立ちの整理」についての、貴施設の方針や課題

などを自由にご記入ください。 

*主なもの、特徴的なものをまとめました。個人や施設が特定される恐れがある回答は掲載を控えました。 

*文末（児童自立生活援助事業の導入予定有無 / 施設所在地） 

 

⚫ 年齢に関わらず子ども達が家族に対し疑問などを持った時や必要な時に行う。その中でどこま

で伝えるかは、児童相談所とよく相談して行っている。 

（「生い立ちの整理」を取り入れている/神奈川県） 

 

⚫ 子どもの発達年齢や精神年齢を考慮しつつ、その子の抱えている成育歴や心的課題について職

員間でのアセスメント実施やコンサルによる助言などで検討を進め、適宜導入を行っている。

また子どもたちの多くはトラウマを抱えている子も多く、生い立ちの整理を行う上では、トラ

ウマケアも児童相談所や心理士と連携して実施している。 

（「生い立ちの整理」を取り入れている/東京都） 

 

⚫ 「生い立ちの整理」は実施しているが、担当職員によるところが多く、全員の共通認識として

はまだ確立されていない面と、担当職員の精神面での負担をどう軽減するかが課題である。 

（「生い立ちの整理」をやや取り入れている/熊本県） 

 

⚫ 子ども個々のケースで判断している。生い立ちの整理を退所前に取り組んでいるケースとそう

でないケースとかがある。また児相の意向も影響し、子ども個々によってばらつきがあるのが

現状である。 

（「生い立ちの整理」をやや取り入れている/東京都） 

 

⚫ 自立にむけて動き出す一歩として、自分の生い立ちの整理をすることは重要であるが、卒園ま

でに生い立ちの整理を終える事が出来ていない現状がある為、早急に取り組まなければならな

い。 

（「生い立ちの整理」をあまり取り入れていない/三重県） 

 

⚫ 必要性を感じているがなかなか出来ていない。基本となるベースも無い。土台を作りその子が

必要な時期に必要な情報を伝えられるようにしていきたい。 

（「生い立ちの整理」をあまり取り入れていない/茨城県） 
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【調査票】 

 
 

      児童童養護施設退所者トラッキング調査 2025 ご協力のお願い      い 

 

認定 NPO 法人ブリッジフォースマイル（B4S）は、2020 年から毎年、退所者ひとり一人の状況を 1 年に 1

度、10 年間継続して回答していただくトラッキング調査を実施しています。退所者ひとり一人を継続して追う

ことで、退所後の実態をより正確かつ詳細に把握、分析することができるようになります。 

今年は例年の基本質問に加え、「2 年目の児童自立生活援助事業」「生い立ちの整理」の分析にトライいたしま

す。退所者の課題をできる限り正確に把握し、社会に向けて発信するためには、多くの施設様のご協力が必要

です。何卒ご協力をお願いいたします。 

 

※昨年以前にご回答いただいた施設様へ 

昨年ご回答いただいた退所者のデータはシステムに保存しておりますので、そちらの修正と今年から追加 

した新規質問へのご回答、および新規退所者のご登録をお願いいたします。 

 

※今年初めて本調査にご協力くださる施設様へ 

一度、登録いただいた退所者のデータを保存し、1 年ずつ現況を追記していくことで、アンケートにご回答 

いただく職員の労力を大幅に解消することができます。また、システムを導入することで、回答いただい 

た施設は、自施設の回答結果を表やグラフで表示、確認できるようになります。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

▼対象 ： 調査対象とする退所者を、以下１、２の両方の条件を満たす人とします。 

1．次のいずれかを満たす人 

・高校生（15 歳の 4 月～18 歳の 3 月）の時、児童養護施設に入所していた人 

・New! 中学卒業の 3 月で措置解除した人（2023 年 3 月、2024 年 3 月、2025 年 3 月の中卒者のみ） 

2．次のいずれかを満たす人 

・18 歳の 3 月までに措置解除された人（措置変更によって退所した人は含まない） 

・18 歳の 3 月で措置解除された人 

・18 歳の 3 月で措置延長し施設に入所していた人  
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▼実施方法 

1．サイボウズ社の kintone（キントーン）という Web システムを利用いたします。 

2．退所者の匿名性を保つためイニシャルでご回答いただきますが、イニシャルでも不都合がある場合は、施

設が任意に設定した文字でかまいません。 

 

▼個人情報、回答データの管理について 

1. 本アンケートで退所者の個人情報は回収いたしません。 

2. 回答者である施設職員のお名前をお聞きしますが、これは次年度貴施設でデータ更新する際にわかりやす

くするためです。お名前等の情報は厳重に管理され、外部に開示されることはありません。 

3. B4S の個人情報保護方針については右記よりご確認ください。https://www.b4s.jp/privacy/ 

 

▼その他 

1．所要時間は退所者ひとりにつき、5～10 分ほどです。退所者の人数分、繰り返しご回答いただきます。 

2．答えにくい質問があれば、ご回答いただかなくても結構です。 

3．Web 回答中の中断や修正は可能です。詳細は回答入力マニュアルをご覧ください。 

4．調査内容は統計的に処理され、情報は厳重に管理されます。 

5．集計、分析結果は、調査レポートとしてまとめ、弊団体ホームページ等でご報告いたします。さらにマス

メディア等でも発表する可能性がありますが、施設が特定できるような情報は開示いたしません。 

 

※ 昨年の調査結果はこちらをご覧ください → https://www.b4s.jp/post-9855/ 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

◆回答方法 

 いずれも詳細は、回答入力マニュアルをご確認ください。 

① 昨年ご回答いただいた施設様 

    既にお渡ししている Web システム（キントーン）のアカウントからご回答ください。 

② 今年初めて本調査にご協力くださる施設様 

以下のフォームから、施設名・メールアドレス等をお知らせください。     

https://1f81fa5f.form.kintoneapp.com/public/trackingentry 

追って Web システム（キントーン）のアカウントをメールでご連絡いたします。その後 Web シス 

テム（キントーン）からご回答ください。 

 

 

回答締切： ２０２５年 ７月 １6 日 (水)  

お問合せ： ブリッジフォースマイル 豊田 /  chousa@b4s.jp   070-7513-5081（平日 10:00-18:00） 
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調査票 

 

A. 貴施設についてお伺いします。

A1 貴施設IDをご記入ください。

 ID：

A2 貴施設名をご記入ください。

A3 貴施設が所在する都道府県をお答えください。※但し、東京都都外施設のみ、「都外施設」とお答えください。

A4 メールアドレスをご記入ください（調査に関するお問い合わせに使用します）。

A5 ご回答者のお名前をご記入ください。

A6 ご回答者の役職をご記入ください。（役職は、正式名と完全に一致しなくても問題ありません）

A7 貴施設には自立支援を管理・統括する役職の職員がいますか（例：自立支援コーディネーター等）。

1つお選びください。

A26 自立支援の専任または兼任職員は、業務用スマートフォンを貸与されていますか。

1つお選びください。

A27 貴施設では「児童自立生活援助事業」を導入しますか.

1つお選びください。

A31 貴施設で「児童自立生活援助事業」を導入する予定がない理由をお答えください

あてはまるものをすべてお選びください。

A28 貴施設では、措置中に「退所後の支援計画」を立てていますか

1つお選びください。

1.職員が配置できない 　　　　　　　　　　　　　　　2.子どもが居住する場所が確保できない

3. 第二種社会福祉事業参入（定款変更）が難しい　　　4.利用する子どもが見込めない

5.事業を継続的に運用することが困難だと感じる　　　 6.事業の内容を調べたり、導入を検討する余力がない

7.その他（                                             ）                 8.わからない

１．専任職員がいる　　２．兼任職員がいる

３．いない　　４．わからない

退所者トラッキング調査　アンケート票

本紙アンケート票は、WEBシステム（kintone）からのアンケートご回答の際に、

質問項目の全体や分岐の確認、また回答内容のメモとしてお使いください。

尚、本紙アンケート票への記入・送付によるご回答は、受け付けておりません。

お手数をおかけいたしますが、WEBシステム（kintone）からのご回答をお願いいたします。

①施設アンケート

はじめに、貴施設について、基本的な情報や、アフターケア状況をお伺いします。

　１．施設長　　２．副施設長　　３．主任･統括リーダー　　４．自立支援専門相談員　　５．家庭支援専門相談員･FSW

　６．職業指導員　　７．保育士/児童指導員　　８．その他

　１．貸与されている　　２．貸与されていない　　３．わからない

　１．導入した　　２．導入する予定がある

　１.　全員に立てている 　　２.　一部の児童に立てている　　３.　立てていない　　４.　わからない

　３．導入する予定がない

   ４．わからない
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A29 貴施設の都道府県では「社会的養護自立支援拠点事業」が実施されていますか

※従来の「社会的養護自立支援事業」ではありません

1つお選びください。

A30 新しい制度である「児童自立生活援助事業」「社会的養護自立支援拠点事業」について、考えや課題などを自由にご記入ください

A8 貴施設では、アフターケアのための経費が認められていますか。1つお選びください。

　１．規定があり認められている　　２．規定はないが認められている

　３．認められていない　　４．わからない

A9

A10 アフターケア経費についての、貴施設の方針や課題などを自由にご記入ください。

A11 貴施設では、アフターケアのための施設独自の支援として、どのような体制がありますか。

あてはまるものをすべてお選びください。

A12 アフターケアの体制についての、貴施設の方針や課題などを自由にご記入ください。

A13-19 貴施設の施設長は、退所者の以下の契約時に保証人になりますか。それぞれ1つお選びください。

A13 ・雇用契約

A14 ・アパートの賃貸契約

A15 ・携帯電話(機種変更含む)の契約

A16 ・クレジットカード契約

A17 ・病院での手術契約

A18 ・奨学金契約

A19 ・公的な貸付金契約

A21-24 貴施設では、退所前に以下の情報をどのように伝えていますか。それぞれ1つお選びください。

A21 ・奨学金

A22 ・自立支援貸付金制度

A23 ・支援団体情報

A24 ・活用できる社会資源※

　　※社会資源：ハローワーク、公的貸付金、生活保護、社協、フードバンクなど

1.原則保証人になる　2.原則ならない　3.ケースバイケース　4.わからない

1.原則保証人になる　2.原則ならない　3.ケースバイケース　4.わからない

 1.退所予定者全員に伝える　2.進学希望者のみに伝える　3.職員が子どもを選んで伝える

 4.聞かれたら伝える　           5.その他　           6.わからない

 1.退所予定者全員に伝える     2.職員が子どもを選んで伝える      3.聞かれたら伝える

 4.地域に支援団体がない     5.その他       6.わからない

 1.退所予定者全員に伝える　  2.職員が子どもを選んで伝える    3.聞かれたら伝える

 4.その他 　       5.わからない

1.原則保証人になる　2.原則ならない　3.ケースバイケース　4.わからない

1.原則保証人になる　2.原則ならない　3.ケースバイケース　4.わからない

1.原則保証人になる　2.原則ならない　3.ケースバイケース　4.わからない

1.原則保証人になる　2.原則ならない　3.ケースバイケース　4.わからない

 1.退所予定者全員に伝える　2.進学希望者のみに伝える　3.職員が子どもを選んで伝える

 4.聞かれたら伝える　           5.その他　           6.わからない

貴施設で認められているアフターケア経費を具体的にお答えください。あてはまるものをすべてお選びください。

　１．職員の交通費　　２．退所者の交通費　　３．職員の飲食費　　４．退所者の飲食費

　５．退所者の食料品や生活品購入費　　　　６．誕生日プレゼントやお祝い品等の購入費

　７．その他　　　８．わからない

　１．退所者が短期的に無料で住める場がある　 ２．退所者に無料で食事を提供する　 ３．退所者に現金を給付する

　４．退所者に現金を貸し付ける　　　５．退所者に寄付品を仲介する　　６．退所者にアルバイトの機会を提供する

　７．その他　　　 ８．特にない

1.原則保証人になる　2.原則ならない　3.ケースバイケース　4.わからない

　１．実施されている　　２．実施されていない　　３．わからない
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A32 貴施設では、子どもの措置理由や家族に関する情報を、どのように伝えていますか

あてはまるものをすべてお選びください。

A33 貴施設では、支援に「生い立ちの整理」を取り入れていますか

A35 貴施設で、児童に対して「生い立ちの整理」を実施している人は誰ですか

A34 子ども自身の情報を伝えることや、「生い立ちの整理」についての、貴施設の方針や課題などを自由にご記入ください

★以降の質問の、退所者分類の回答分岐イメージは、次頁をご覧ください→→→

1.措置中に、施設の判断で子どもの発達に合わせて伝えている      2.措置中に、本人の希望に応じて伝えている

3.退所後に、本人の希望に応じて伝えている                                 4.「退所した後、児相に情報開示請求できる」ことを伝えている

5.伝えていない                                                                           6.その他（                                         ）

7.わからない

1.取り入れている

2.やや取り入れている

3.あまり取り入れていない

4.取り入れていない

5.わからない

1.心理士（児童養護施設に所属）   2.心理士（児童相談所に所属）

3.自立支援担当職員                      4.家庭支援専門相談員

5.ケア職員                                    6.その他

A35：追加調査

調査期間 2025年9月12日～23日
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★以降の質問の、退所者分類の回答分岐イメージは、次頁をご覧ください→→→

退
所

者
分

類
分

岐
イ

メ
ー

ジ
図
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B. 対象児の基本属性についてお伺いします。

B1,2 入所時の姓、名の最初の文字のひらがなをお答えください。（例：後藤→ご、陽子→よ）

(B1) 姓 (B2) 名

B3 性別を1つお選びください。

B4 特徴をご自由にご記入ください。（例：人見知りでアニメ好き）

※これは貴施設で来年以降のアンケート入力時に退所児童を正しく認識するための項目で、B4Sでは一切使用しません。

B5,6 生まれた年、月をご記入ください。

※アンケート集計時に、年齢、学年を自動計算するために活用します。

(B5) 年 (B6) 月

B7 18歳3月末までの間に（措置前も含む）、本人に次のような出来事はありましたか。あてはまるものをすべてお選びください。

B8 現時点での最終学歴を1つお選びください。（例：高校在学中⇒中学卒業）

※高校卒業の年齢に到達しているが高卒かどうか不明な場合は「中学卒業」とお答えください。

D0 今年の3月末時点で、18歳以上になっていますか。

　１．18歳以上になった

　２．18歳以上になっていない 　調査終了です。

C. 退所の状況についてお伺いします。

C0 現在すでに退所していますか。1つお選びください。

C1 退所した年度を1つお選びください。（例：2019年4月1日～2020年3月31日⇒2019年度）

1.退所している

2.施設在籍（措置延長（高校通学中））

3.施設在籍（措置延長（高校卒業、または高校中退してるが施設内）)

4.施設在籍（措置延長（施設外住居）)

5.施設在籍（児童自立生活援助事業（施設内）)

6.施設在籍（児童自立生活援助事業（施設外住居））

　

D2へお進みください。Kは回答不要です。

　１．2015年度(平成27年度)　　２．2016年度(平成28年度)　　　　　  ３．2017年度(平成29年度)

　４．2018年度(平成30年度)　　５．2019年度(平成31年度･令和元年)　６．2020年度(令和2年度）

　７．2021年度(令和3年度)　  　８．2022年度(令和4年度)　　　　　 　9．2023年度(令和5年度)

　10．2024年度(令和6年度)   　11．2025年度(令和7年4月以降退所)

　１．中学卒業　　　　　　２．高校卒業(高卒認定、特別支援学校卒業含む)　　　　３．大学・短大卒業

　４．大学院卒業　　　　　５．専門学校卒業

②退所者マスタ

各対象児について、基本的な情報や、退所時の状況をお伺いします。

　１．男性　　　２．女性　　　３．その他

　１．結婚　　　　２．離婚　　３．出産（既婚）　　４．出産（未婚）　　５．中絶　　６．不登校（高校以前）

　７．自傷行為　　８．入院　　９．犯罪（加害）　　10．犯罪（被害）　　11．わからない

　12．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
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C7 退所は満18歳3月末でしたか。

C8 退所時の住まいをお答えください。

C5 退所時に一緒に暮らしていた人をお答えください。あてはまるものをすべてお選びください。

D. 今年3月時点で、18歳に到達している対象児の状況についてお伺いします。

D2 19歳になる年度の4月、健康保険（国民健康保険等の医療保険）に加入していましたか。1つお選びください。

D15 18歳の3月末時点で、精神科や心療内科に通院していましたか。1つお選びください。

D12 対象児が18歳3月末以前に抱えてきた課題と、支援で配慮をしてきた（したかった）ことがあれば自由にご記入ください。

D13 措置中の支援の中で、対象児の自立に向けて有効だったと思うことや、今の生活に役立っていると思うことをお答えください

あてはまるものをすべてお選びください。

1. 外部アパート、社員寮など　　2. 親・親族宅　　　3. 自立援助ホーム

4. 障害者福祉系施設・ホーム　　5. その他（具体的にご記入ください）

　１．加入していた　　　２．未加入　　　３．わからない

　１．6か月以上定期的に通院していた　　　２．短期（6カ月未満）または単発で通院していた

　３．通院していなかった　　　　　　　　  ４．わからない

　５．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　1.　職員との良好な関係　 　2.　特定職員との長期的な関係　 　3.　学習支援　　 4.　スポーツ・習い事

　5.　外部団体のイベント･セミナーへの参加　  　6.　子どもの意思や権利を表明できる場の保証

　7.　家事練習　             8.　性教育　      　9.　カウンセリング  　　10.　職業体験・アルバイト経験

   11.　進路相談・指導    　 12.　ひとり暮らし体験　　 　13.退所後のお金のシミュレーション

   14.　保険年金などの公的制度・行政サービス・支援情報の案内　　 　15.　資格取得

　16.　生い立ちの整理　    17.　親との関係整理・改善　    18.　措置延長

　19．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

1.  満18歳3月末を待たずに措置解除

2.  満18歳3月末に、措置解除

3.  満19歳になる年度の4月以降に措置解除（上記1,2以降）

　1.　ひとり暮らし　　2.　交際中の人・配偶者（結婚相手）　　3.　子ども　　4.　親　　5.　交際中の人・配偶者の親

　6.　きょうだい　　　7.親戚・祖父母　　　　　 8.　友人　　　9. 　共同生活者（寮、シェアハウス)

　10.　支援者（福祉系施設職員、里親等）　　　　　　　　　　11.　わからない

　12.　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   　　〕
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D16 入所中に「措置理由」や「家族の状況」について、対象児に伝えましたか。1つお選びください。

D17 入所中に「措置理由」や「家族の状況」について、対象児に伝えなかった理由をお答えください

E. 高校等の卒業状況についてお伺いします。

E0 現在高校は卒業していますか。1つお選びください。

※特別支援学校卒業は高卒に含みます。※高卒認定は高卒に含みます。

　１．している（高卒認定含む）

　２．していない（高校在学中） 　調査終了です。

　３．していない（高校中退） 　Jへお進みください。

E1 卒業した高校の種類を1つお選びください。

F. 高校等の卒業後の進路についてお伺いします。

F0 高校卒業後の進路を1つお選びください。

※就労（アルバイト含む）しながら進学している場合は、「進学」を優先して選択してください。

　１．進学 　Hへお進みください。その後Gへお進みください。

　２．就労 　Hへお進みください。その後Jへお進みください。

　３．無職（専業主婦(夫)、療養中含む） 　Iへお進みください。その後Jへお進みください。

　４．その他 　Jへお進みください。

H. 高校卒業後の進路が「進学」「就労」の場合にお伺いします。

　（高校卒業後の進路が「無職」「わからない」の場合はスキップしてください。）

H 高校卒業直後の就労状況を1つお選びください。学生のアルバイトも就労としてお答えください。

※複数の就労先がある場合は、本業についてお答えください。

　１．正社員・正規公務員　　　　２．契約社員・派遣社員・非常勤公務員　　　　３．パート・アルバイト

　４．フリーランス・個人事業主・家業従事　　　５．福祉就労（作業所、障がい者雇用）

　６．就労していない(進学の場合のみ)　　　７．わからない　　　８．その他〔　　　　　　　　　　　　　〕

　１．全日制高校普通科　　２．全日制高校専門学科（工業科など）　　３．定時制高校普通科

　４．定時制高校専門学科　５．通信制高校　　　６．特別支援学校　　７．中退かつ高卒認定取得済

　８．わからない　　　　　９．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

1.メンタル不調のため

2.知的に理解が難しいため

3.本人が拒否していたため

4.高齢児入所のため(*高齢児=義務教育終了後の高校生相当）

5.家庭復帰を調整していたため

6.受験勉強、部活やアルバイト等を優先したため

7.混乱させ収拾がつかなくなる不安があったため（パンドラの箱）

8.職員側の知識・スキル・体制不足等の不安があったため

9.その他（　　　　　　　　　　　　）

1. ライフストーリーワーク等の取り組みを通して、しっかり伝えた

2. 面談の機会等で、ある程度伝えた

3. 本人から質問されたので、伝えた

4. 本人の特性や施設方針により、あえて伝えなかった

5. 特に機会がなかったので、伝えなかった

6. その他（　　　　　　　　　　　　　）　　　　7. わからない

D17：追加調査

調査期間 2025年9月12日～

23日
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I. 高校卒業後の進路が「無職」の場合にお伺いします。

　（高校卒業後の進路が「進学」「就労」「わからない」の場合はスキップしてください。）

I 無職の場合、高校卒業直後の状況を1つお選びください。

G. 高校卒業後の進路が「進学」の場合にお伺いします。

　（高校卒業後の進路が「就労」「無職」「わからない」の場合はスキップしてください。）

G1 高校卒業後の進学先を1つお選びください。

G2 その学校（高校卒業後の進学先）に入学した年度を1つお選びください。

G3 現在の就学状況を1つお選びください。

　１．就学中（留学も含む）

　２．休学中

　３．中退

　４．卒業　　　　　５．わからない 　  「③年度情報」へ続きます

G5 高卒後の進学先を「中退」または「休学」した理由を教えて下さい。あてはまるものをすべてお選びください。

本対象児について、引き続き「③年度情報」をご回答ください。

　１．専業主婦・主夫　　２．病気療養・入院　　３．拘禁　　４．就職活動中

　５．わからない　　　　６．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　１．大学･短大(2年制)　　２．大学･短大(3年制)　　 ３．大学(4年制)　　　   　４．大学(5年制)

　５．大学(6年制)　　　　  ６．通信制大学・短大　　７．専門学校(1年制)　 　  ８．専門学校(2年制)

　９．専門学校(3年制)　  　10．専門学校(4年制)　　  11．通信制専門学校　　　12．わからない

　13．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　１．2012年度(H24)　２．2013年度(H25)　３．2014年度(H26)　　   ４．2015年度(H27)　５．2016年度(H28)

　６．2017年度(H29)　７．2018年度(H30)　８．2019年度(H31･R1)　９．2020年度(R2)　  10．2021年度(R3)

　11．2022年度(R4)　 12．2023年度(R5)　  13．2024年度(R6)　       14．2025年度(R7)　       99．わからない

　１．経済問題　　２．学習意欲低下　　３．学力不足　　４．留年決定　　５．.出席日数不足

　６．人間関係　　７．体調不良　　　　８．メンタル不調　　９．結婚･出産　　10．生活の乱れ

　11．わからない　12．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
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J. すでに18歳に到達した対象児の、現在の状況についてお伺いします。

　（まだ高校在学中の場合は、スキップしてください。）

J1 現在の就労状況を1つお選びください。学生のアルバイトも就労としてお答えください。

※複数の就労先がある場合は、本業についてお答えください。

J2 就労はしていない場合、現在の状況をお答えください。

J3 勤務先からの住宅支援についてお答えください。

J5 現在利用している制度をお答えください。あてはまるものをすべてお選びください。

J6 この1年間に、本人に次のような出来事はありましたか。あてはまるものをすべてお選びください。

J18 現在、健康保険（国民健康保険等の医療保険）に加入していますか。1つお選びください。

J20 直近の1年間で、精神科や心療内科に通院していますか。1つお選びください。

　１．結婚　　２．離婚　　３．出産（既婚）　　４．出産（未婚）　　５．中絶　　６．不登校（高校以前）

　７．自傷行為　　８．入院　　９．犯罪（加害）　10．犯罪（被害）　11．実子が施設等に措置入所

　12．自己破産　　13．DV被害　　14．わからない　　15．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　１．加入している　　２．未加入　　３．わからない

　１．6か月以上定期的に通院している　　２．短期（6カ月未満）または単発で通院している

　３．通院していない　　４．わからない

　５．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　１．自立支援貸付金　　2．身元保証人確保対策事業施設による契約保証　　3．障害年金

　４．生活保護　　５．日本学生支援機構の給付型奨学金　　６．成年後見人

　７．わからない　　８．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

③年度情報

各対象児について、現在の状況をお伺いします。

　１．就労はしていない

　２．正社員･正規公務員（最初に就職した職場で引き続き勤務）　３．正社員･正規公務員（最初の職場以外で勤務）

　４．契約社員・派遣社員・非常勤公務員　　５．パート・アルバイト

　６．フリーランス・個人事業主・家業従事　　７．福祉就労（作業所、障がい者雇用）　    8．わからない

　 9．その他〔　　　　　　　　　　　　 　　　〕

　１．専業主婦・主夫　　２．病気療養・入院　　３．拘禁　　４．就職活動中

　５．就学中（勉強に集中するためバイトをしない）　６．わからない　　７．その他〔　　　　　　　　　　　　〕

　１．社員寮･借り上げ住宅に住んでいる（賃貸契約者が勤務先）　２．勤務先が家賃補助をしている

　３．勤務先が賃貸保証人である　　４．住宅支援はない　　５．わからない

　６．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
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K. 対象児との現在のコミュニケーション状況についてお伺いします。

　（施設在籍中の場合はスキップしてください。）

K1 この1年の貴施設と本人のコミュニケーション状況を1つお選びください。

K4 貴施設はこの1年間に退所者と何回連絡をとりましたか。1つお選びください。

K7 現在一緒に暮らしている人をお答えください。あてはまるものをすべてお選びください。

K8 対象児が現在抱えている課題と、これからの支援で配慮が必要だと思うことがあれば自由にご記入ください。

本対象児についての設問は以上です。ありがとうございました。

　１．直接会った　　２．直接会っていないが連絡はとれた　３．連絡はないが既読はついた（郵便物は配達された）

　４．連絡がとれなかった　　５．わからない

　１．0回　　　２．1～2回　　　３．3～4回　　　４．5～9回　　　５．10回以上　　 　６．わからない

　1.　ひとり暮らし　　2.　交際中の人・配偶者（結婚相手）　　3.　子ども　　4.　親　　5.　交際中の人・配偶者の親

　6.　きょうだい　　　7.親戚・祖父母　　　　　 8.　友人　　　9. 　共同生活者（寮、シェアハウス)

　10.　支援者（福祉系施設職員、里親等）　　　　　　　　　　11.　わからない

　12.　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   　　〕
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◆本報告書の内容を引用する場合は、「全国児童養護施設 退所者トラッキング調査 2025 

（認定 NPO 法人ブリッジフォースマイル実施）」に準じる形での記載と、下記の連絡先に 

ご一報をお願いします。 

 

 

 

お問い合わせ 

 

認定 NPO 法人ブリッジフォースマイル 

〒107-0062 

東京都港区南青山 3-1-30 

PASONA SQUARE 

Email：info@b4s.jp 

URL：http://www.b4s.jp 
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